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2025/01/09	コラム	2024年12月17日に、令和6年度補正予算が可決成立されました。今回の補正予算には、環境省や経済産業省など各省庁から、太陽光発電や蓄電池といった再エネに関する事業に対して約6,600億円の予算が組まれています。再エネ導入の後押しとなる事業もありますので、一部をご紹介します。なお、各事業の詳細につきましては、担当省庁からの詳細発表前のものも含まれて
います。事業詳細は各省庁の担当部署へお問い合わせください。	【関連記事リンク】	公共・産業用太陽光発電システムの導入ガイド	太陽光発電システムの仕組み	自家消費型の太陽光発電とは？仕組みや導入メリット、注意点	【目次】	・再エネ関連の主な事業一覧　	・環境省	　	・経済産業省　	・文部科学省・まとめ	環境省の事業には、地方公共団体向け、民間事業者向けなど幅広く再エネ関連の
事業に予算が割り当てられています。太陽光発電システムをはじめとした再生可能エネルギーの設備導入に関する補助事業もいくつか含まれています。他にも、ＺＥＢ化や電動自転車導入への支援事業もあり、企業の脱炭素化取組みを推進しています。	太陽光発電をはじめとする再エネの設備導入に関する事業が予算に盛り込まれています。	補助事業の対象設備は主に、太陽光発電システムや蓄電
システム、高効率給湯器等です。	公立学校、国立大学や高等専門学校のほか、私立幼稚園の施設の整備に対する、省エネ・再エネ設備の導入補助事業が予算に盛り込まれました。	今回成立した令和6年度補正予算の中には、地方公共団体や企業、学校など幅広く脱炭素化の取り組みを推進する事業が見受けられました。再エネ導入を検討中の企業、学校法人の方などは、活用できる補助事業の公募情
報を見逃さないようにしましょう。	太陽光や蓄電システムの導入に関するご質問・ご相談は、お問い合わせフォームからお気軽にお問い合わせください。	お問い合わせはこちら	関連記事リンク	公共・産業用太陽光発電システムの導入ガイド	太陽光発電システムの仕組み	自家消費型の太陽光発電とは？仕組みや導入メリット、注意点	（更新日：2025/01/10）	地球温暖化防止をはじめとする環境保
全や電気代の削減、災害対策などで太陽光発電が注目されています。太陽光発電を調べる中で、太陽光パネルの種類の違いが気になった方もいらっしゃるのではないでしょうか。今回は太陽光発電システムには欠かせない“太陽光パネル”について、発電の仕組みや、太陽光パネルの種類・それぞれの特徴をご説明します。太陽光発電の導入をご検討中の方や、太陽光発電について知りたい方は、ぜひ
ご覧ください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電量は？目安や発電量を高めるポイントを解説！	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	【目次】	・太陽光パネルに関する基礎知識	・太陽光パネルの種類・それぞれの太陽光パネルの特徴・住宅・法人の設置におすすめの太陽光パネル	・太陽光発電のご相談は京セラへ	まずは、
太陽光パネルが光を電力に変える仕組みを利用しています。ここでは、太陽光パネルに関する基礎知識や太陽光パネルの仕組みについて解説します。	太陽電池の基本単位である太陽電池セルを必要枚数直列に接続して、強化ガラスや封止材、アルミ枠などでパッケージ化したものが太陽光パネル（太陽電池モジュール）です。	太陽光発電システム全体の中では、電気を生み出す役割を担っていま
す。	太陽光パネルは、主に住宅やオフィスの屋根に設置されたり、地上に架台を組んで設置されたりします。近年では、建築材料と一体になった太陽光パネルもあります。	参考：一般社団法人太陽光発電協会（JPEA）｜住宅用太陽光発電の設計と施工（7.90MB）	太陽光パネルの仕組みは、シリコン半導体に光が当たると電気が発生する現象を利用しており、太陽の「光エネルギー」を直接「電気
エネルギー」に変換して活用します。	太陽光パネルには、電気的な性質が異なるN型半導体（表面）とP型半導体（裏面）が使われています。	N型半導体（表面）とP型半導体（裏面）を重ね合わせて光を当てると、接合面を境にN型側に電子（－）、P型側に正孔（＋）が集まるという性質を活用し、それぞれの電極をつなぐことで電気が流れる仕組みを作り出します。	変換効率を現す指標には、
「モジュール変換効率」と「セル変換効率」の2つがあり、太陽光パネル（太陽電池モジュール）の1平方メートルあたりの変換効率を表す指標をモジュール変換効率と呼びます。太陽光発電の変換効率とは、太陽光エネルギーをどれだけ電気エネルギーに変換されるかを示す指標です。変換前（太陽光エネルギー）に対する、変換したあとのエネルギー（電気エネルギー）の割合とも言えます。	変
換効率が高ければ高いほど、電気エネルギーを多く生み出せると覚えておきましょう。	モジュール変換効率（％）	＝［モジュール公称最大出力（Ｗ）×100］÷［モジュール面積（㎡）×放射照度（Ｗ/㎡）］	　（放射照度＝1,000W/㎡）	ちなみに、「セル変換効率」とは、太陽電池モジュールを構成している最小単位の構成部品「セル」1枚あたりの変換効率を表す指標です。	セル変換効率（％）
＝［モジュール公称最大出力（Ｗ）×100］÷［1セルの全面積（㎡）×1モジュールのセル数（個）×放射照度（Ｗ/㎡）］	　（放射照度＝1,000W/㎡）	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	太陽の光を電気エネルギーに変えることができる太陽光パネルですが、使われている素材によって種類が分けられています。ここでは、太陽光パネルの分類についてご紹介します。	太陽光パネルは、先述の
通り使用する素材によって分類されています。大きくは、「シリコン系」・「化合物系」・「有機系」・「量子ドット系」に分類されます。さらにそこから、結晶の状態であったり、他の材料との組み合わせなどで細分化されます。	シリコン系	結晶シリコン	アモルファスシリコン	化合物系	Ⅲ-Ⅴ族多接合(GaAs等)	CIS系	CdTe	有機系	色素増感	ペロブスカイト	有機半導体	量子ドット系	参考：国立
研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜太陽電池の分類	この章では、「シリコン系」・「化合物系」・「有機系」・「量子ドット系」のそれぞれの太陽光パネルの特徴についてご紹介します。参考：国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜太陽電池の分類	シリコン系は、現在世の中で最も広く用いられている太陽光パネルの種類になります。太陽光パネルの素材にシリコンを使用
しています。原材料のシリコンは、昔は「半導体グレード」と呼ばれる純度が高いシリコンが使用されていましたが、現在ではコストのバランスが良い「ソーラーグレード」と呼ばれるものが使用されています。	主に以下の３つに分けられます。	結晶シリコン	結晶シリコンは実用化された実績が古く、メーカーによっては長期信頼性についても長期使用の実績があります。住宅用・産業用ともに最
も普及している太陽光パネルはこの種類です。	結晶シリコンは、単結晶シリコンと多結晶シリコンに更に細分化され、単結晶シリコンは１つの結晶でつくられたものを利用し、多結晶シリコンは細かいシリコン結晶によって形成された「多結晶シリコン」を太陽光パネルの材料に用います。	単結晶シリコンの太陽光パネルの方が多結晶シリコンの太陽光パネルと比較すると変換効率が高い特性があ
ります。	アモルファスシリコン	シリコン原子が不規則に結合した状態で、非結質シリコンともいわれます。室内などでも効率よく発電できる性質から電卓や腕時計に用いられてきました。現在では、屋外用の製品も市場流通していますが、太陽光を照射し続けると変換効率が落ちる傾向があります。	ヘテロ接合	結晶シリコンとアモルファスシリコンを組合わせた太陽光パネルです。結晶シリコンだ
けの場合に比べて発電効率が良いという特徴があります。	化合物系は、シリコンの代わりに複数の元素を混ぜ合わせた化合物を用いてシリコン半導体の性質を持たせた物質をつくり、太陽光パネルの材料にします。いくつか例をご紹介します。	III-V族多接合	III族元素（ガリウムGa、インジウムIn、アルミニウムAlなど）とV族元素（リンP、ヒ素Asなど）からなる化合物半導体で構成された太陽電
池で、主に宇宙用に使用されています。集光すると40%以上の変換効率を発揮する超高性能太陽電池ですが、コストが高い点がデメリットです。	参考：国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）｜高効率な多接合太陽電池の普及を加速させる技術を開発	CIGS系	CIGS（”シーアイジーエス”）とは、Cu,In,Ga,Se(銅、インジウム、ガリウム、セレン）の４つの元素の頭文字をとったもので
す。これらの元素を組合わせてシリコン同様の半導体を製造し、太陽光パネルに用います。省資源で生産できるというメリットがあります。	CdTe	毒物として知られるカドミウムを使用した太陽光電池です。日本では安全性と環境配慮のため普及していませんが、コストパフォーマンスが高く欧米などでは導入されています。	有機系は、有機物を太陽光パネルの材料にします。シリコンや無機物を
素材として使用する場合と比べると、有機系の場合は製造工程で必要な装置（高温にして原料を加工する機械や、真空装置など）が不要になるケースが多く、その分コストダウンができるという特徴があります。有機系についてもいくつか例をご紹介します。	色素増感	光を吸収する色素を利用した太陽電池です。寿命と変換効率が課題ですが、製造が比較的容易で、彩り豊かな太陽光パネルを作る
ことができます。	ペロブスカイト	「ペロブスカイト」と呼ばれる結晶構造の材料を使った太陽電池です。塗布による製造が可能で、変換効率もシリコン系と同程度まで開発が進んでおり、軽量・薄型で柔軟性があり、カラフルな太陽光パネルを作ることができます。フレキシブルな設置が可能なため、次世代の太陽光パネルとして注目されています。	有機半導体	普通の太陽電池と異なり、ｐ型とｎ
型の２層構造を必ずしも必要としないことが特徴です。ｐ型とｎ型の両方の半導体を混ぜ合わせて塗布し、電極を付けるだけで太陽電池を作ることが可能です。	変換効率と耐久性が課題ですが、長期利用を目的としないインテリアやおもちゃなどで実用化されています。	現在研究段階ですが、量子効果を利用して性能を高めた太陽光パネルです。ナノサイズの微小加工を必要とし、太陽電池の中に
材料が異なるnmサイズの粒を規則的に並べた構造などが提案されています。	それぞれの太陽光パネルの特徴についてご説明しましたが、研究開発中のものや、実用化されてから歴史が浅い種類のものもあります。住宅やオフィス・工場などに導入する場合は、屋外利用で経年劣化しづらく、長期的に発電が長持ちするパネルを選ぶと安心です。長期稼働実績で選ぶならシリコン結晶系の太陽光パネ
ルがおすすめです。	京セラの太陽光パネルも結晶シリコンを使用しています。1984年に千葉県佐倉市に設立された京セラの佐倉ソーラーエネルギーセンターでの多結晶シリコン太陽光パネルは、36年目の2021年の時点でも出力低下率17.2%※1で現在も稼働中※2。京セラ製太陽光パネルの高い技術と長期信頼性を実証し続けています。	※1実績データをベースに、さらに出力特性の測定精度・ば
らつきなど、外的要因も考慮した数値。当社調べ。	※22024年1月時点。	京セラの太陽光パネルの長期信頼性については、こちらの記事をご覧ください。	太陽光パネルの寿命予測技術を開発	京セラの特長	太陽光発電の導入をご検討の場合は、お気軽に京セラまでご相談ください。確かな技術と幅広い知見に基づいて、品質や長期信頼性に優れた太陽光発電を提供いたします。太陽光発電のパイオニ
アだからこそ、システム設計から施工、メンテナンスに至るまで一貫したトータルマネジメントが可能です。	また、購入（自己所有）だけでなく初期費用０円で太陽光発電を導入できるPPAサービスを住宅と法人向けにそれぞれ提供しています。それぞれのサービスの概要は各専用ページにてご確認ください。	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	法人向け：産業用電力
サービス事業（PPA）	自己所有の場合も、PPAサービスの場合もぜひ豊富な実績を誇る当社へお気軽にお問い合わせください。	（更新日：2024年10月24日）	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電量は？目安や発電量を高めるポイントを解説！
太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	環境配慮や電気代高騰対策の一環として、太陽光発電を導入するケースが企業・家庭ともに増えています。これから太陽光発電を取り入れる予定だという方も多いでしょう。さて、太陽光発電の導入時にもっとも気になるのが「太陽光パネルの寿命」ではないでしょうか。この記事では太陽光パネルの耐久性能や劣化原因、寿命を延ばすためのポイントについ
て解説します。太陽光パネルを長持ちさせたい方は、ぜひ参考にしてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	【目次】	・太陽光パネルの寿命・太陽光パネルが劣化する原因・太陽光パネルの寿命を延ばすためのポイント・太陽光パネルのリサイクルと廃棄・太陽光パネルの寿命を最大限に延ばすことも
環境貢献のひとつ	太陽光パネルの寿命が分かれば、太陽光発電をどれだけの期間使えるか分かると思っているかもしれません。しかし一口に「太陽光パネルの寿命」といっても、次の情報が入り混じって語られていることもあるため注意してください。	太陽光パネルの法定耐用年数	太陽光パネルの耐久性能	パワーコンディショナの耐久性能	まず税制上における太陽光パネルの法定耐用年数は17年
です。（参考：国税庁｜耐用年数省令別表第2（87.0KB	）*「31	電気業用設備」の「その他の設備」の「主として金属製のもの」が該当）とくに事業者（法人）として太陽光発電を自己所有する場合は、この耐用年数で減価償却しなければなりません。	ただし、耐用年数が17年となっているからといって、それ以降も発電できることは覚えておきましょう。法定耐用年数と太陽光パネルの製品寿命
は異なります。	太陽光パネルは法定耐用年数の17年を経過した後も使用でき、製品そのものの耐久性能としては20年〜30年は発電可能とされています。そのため「太陽光パネルの寿命は20年〜30年」といえるでしょう。ただし、メンテナンス状態がよければ30年以上にわたって発電を続けることも可能です。京セラの太陽光パネルとしては、設置から36年目以降も稼働している例があります。
太陽光パネルで発電した電気は直流なので、そのままでは家庭・企業で使用できません。そのためパワーコンディショナによって直流から交流に変換しています。このパワーコンディショナの製品寿命は10年超といわれており、太陽光パネルよりも劣化が進みやすいことが特徴です。パワーコンディショナが故障すると発電した電気を使用できなくなってしまうので、太陽光パネルと合わせて定期点
検することをおすすめします。	太陽光パネルの寿命は20年〜30年ですが、突然発電できなくなるのではなく、劣化によって徐々に発電量が落ちていきます。太陽光パネルが劣化する原因はさまざまですが、主に次の3つに起因するケースが多いです。	太陽光発電の発電効率を持続させるために、太陽光パネルの劣化原因についても知っておきましょう。	この記事のテーマであるように、太陽光パネ
ルは経年劣化によって徐々に発電量を落としていきます。発電出力保証を20年〜25年としているメーカーが一般的で、とくに26年目以降の発電量には顕著に劣化が表れはじめます。	太陽光パネルは屋外に設置するため、砂埃や黄砂、鳥の糞などに晒されることは避けられません。少しの汚れであれば雨が洗い流してくれますが、太陽光パネル表面が汚れるとそれだけ劣化しやすいことは覚えておき
ましょう。	京セラでは、太陽光パネルの周囲4辺を構成するアルミフレームの長辺側に凹水切り加工を施し、表面ガラスに付着したホコリを雨水とともに排出する仕様の太陽光パネルもあります。京セラ独自のアルミフレーム（特許登録済）を使用した太陽光パネルです。京セラ製防汚切り欠きの採用型式は京セラまたは販売窓口までお問い合わせください。雨水により汚れを洗い流す切り欠き（特
許取得済）により高い防汚性能を持ち※1	、発電量低下抑制、メンテナンス低減、パネル故障抑制の機能を高めることができます。	枠に切り欠きがあるので、パネル上の汚れを雨水が流す。※1	ガラスと枠には段差があるので、パネル上に雨水と汚れが溜まる。	●試験条件｜設置角度：2°／埃：土(関東ローム層)を散布／暴露：屋外自然降雨●出力低下率低減効果はお客様設置環境で異なります。	試
験の結果、実環境下で京セラ製は他社太陽光パネルより汚れによる出力低下が小さいという結果が出ています。	屋外にある特性上、飛来物によってパネルが破損する可能性もあります。枝や小石が風で飛ばされることもあれば、鳥がものを落としていくこともあるのです。	また、太陽光パネルの表面は強化ガラスが使用されているため比較的丈夫に作られていますが、裏面の耐久性は弱いことも覚
えておきましょう。遊休地に野立てで太陽光パネルを設置していると、飛来物などの外的要因により裏面から太陽光パネルが傷つくこともあります。	近年では、両面とも強化ガラスでできた製品も登場していますので、気になる場合はこちらのページをご覧ください。	京セラの住宅用太陽光パネルはこちら	京セラの産業用太陽光パネルはこちら	屋外に設置する太陽光パネルはどうしても劣化してし
まいます。しかし劣化を避け、太陽光パネルの寿命を最大限に延ばすためには、次のポイントを意識してみてください。	長寿命な太陽光パネルを設置する	定期的に点検・清掃する	発電量をチェックし適切なメンテナンスを行う	太陽光パネルはメーカーによって、性能はもちろん製品寿命にも差があります。なるべく長く発電量を保ちたいのであれば、劣化しづらい長寿命な太陽光パネルを選びま
しょう。京セラの太陽光パネルは長期信頼性が高いことで知られており、たとえば京セラ佐倉事業所の太陽光パネルは設置から36年目の2021年時点でも発電出力低下率は17.２%※2に留まっています。広島県や大分県での公共・産業用太陽光発電では長期稼働記録を更新しており、住宅での長期使用にも多くの実績があります。	※2実績データをベースに、さらに出力特性の測定精度・ばらつきな
ど、外的要因も考慮した数値。当社調べ。	また、京セラ製太陽光パネルは、世界の第三者機関において製品品質に関して以下の認定を受けた実績があります。	2011年	テュフ	ラインランド社「長期連続試験」認証（世界初取得）	2012年	フラウンホーファーの高電圧負荷試験（耐PID試験）で「出力低下ゼロ」実証	2014年	テュフ	ラインランド社の塩水噴霧試験に合格	2016年・2017年	DNVGL
社の信頼性調査において全項目「トップ・パフォーマー」に認定（2年連続認定は京セラが唯一）	一つ目に挙げたテュフ	ラインランド社の「長期連続試験」は、国際基準であるIEC（国際電気標準会議）よりも厳しい条件下で約1年にわたり連続試験を行う総合的な太陽電池性能品質テストです。一枚のモジュールを使い「高温高湿」「温度サイクル」「結露凍結」「バイパスダイオード」の4項目の
試験を連続的に実施し、各段階の終了ごとに出力の低下率を測定します。2011年1月、このテュフ	ラインランド社「長期連続試験」に太陽電池業界としては世界で初めて認証を取得したのが、京セラ製の太陽電池モジュールです。	二つ目に挙げた耐PID（=Potential	Induced	Degradation）試験では、直流電圧1,000V、温度50℃、湿度50％の環境下に太陽電池モジュールを48時間置き、初期
出力に対するモジュールの出力低下率を比較します。このような過酷な環境であっても、京セラ製の太陽電池モジュールは「出力低下ゼロ」実証を取得しました。	このように京セラの太陽光パネルは長期稼働の実例があることはもちろん、各種製品品質に関わる認定も受けていることが大きな特徴です。30年以上安定して発電したい方は、ぜひ京セラの太陽光パネルを選んでみてください。	京セラ
の太陽光パネルが選ばれる理由	長寿命な太陽光パネルを導入したとしても、定期的な点検・清掃は実施しましょう。目視で傷や汚れを確認し、もし異常を発見したら業者やメーカー担当者に相談してください。	砂埃や黄砂であれば雨で流れ落ちるかもしれませんが、落ち葉や枝、鳥の糞などは人力で取り除くことをおすすめします。野立ての場合は、定期的に草刈りすることも重要です。	太陽光パ
ネルを目視で確認することとあわせて、発電量をこまめにチェックすることが適切なメンテナンスにつながります。不自然に発電量・電圧が低下している場合、太陽光パネルに異常が生じている可能性があります。	太陽光パネルを頻繁に目視点検することは難しいかもしれませんが、発電量であればパワーコンディショナの表示やメーカーが提供する見える化サービスなどですぐに確認できるのでは
ないでしょうか。異常に早く気が付くためにも、発電状態を1週間に1回は確認してみてください。たとえば京セラの家庭用太陽光発電であれば「ハウスマイルネットワーク」を利用することで、PCやスマホ・タブレットから自宅の電気使用状況が確認できます。	発電量の低下の目安として、発電シミュレーションの数値を基準として発電量がシミュレーションを大きく下回っている場合は、注意し
たほうが良いでしょう。参考までに京セラの住宅用・産業用のシミュレーションをご紹介します。発電量の低下が気になる場合は、販売窓口やメーカーに相談してみてください。	住宅用発電シミュレーション　　　産業用発電シミュレーション	太陽光発電の発電量は？目安や発電量を高めるポイントを解説！	太陽光パネルの製品寿命がおよそ25〜30年だとすると、2012年7月のFIT開始に合わせて
始まった太陽光発電事業では、2040年頃から太陽光パネルを交換・廃棄することになります。太陽光パネルを含む廃棄物がこれまで以上の量で発生することが予想されますが、その廃棄とリサイクルはどうなるのでしょうか。最後に、太陽光パネルのリサイクルと廃棄にまつわる情報も知っておきましょう。	太陽光パネルには鉛やカドミウムなどの有害物質も含まれている場合があります。基本的
には太陽光パネルの廃棄に対応した専門業者に依頼して、産業廃棄物として処理しなければなりません。パネルの廃棄時に有害物質が流出・拡散しないよう注意してください。個人や無資格業者による処分は避けましょう。	なお、FIT認定を受けている場合は、太陽光パネルの撤去時に廃止届を提出する必要もあります。また、補助金を受けて太陽光パネルを設置している場合、法定耐用年数（17
年）未満での撤去・廃棄だと補助金を変換しなければならないケースがあることも覚えておきましょう。	パネル寿命を長くすればパネル廃棄量を削減でき、新規の太陽光パネル製造に必要な資源投入量も減らせます。しかし太陽光パネルの寿命予測は難しく、実務的な寿命予測は困難でした。	このような状況の中、京セラは太陽光パネルの長期信頼性設計・予測技術「SoRelia®(ソレリア)」を開発
し、その独自技術の特許を取得しています（特許第6811974、6818307、6837649、7511842号）。太陽光パネルの製品寿命を予測することはもちろん、稼働中パネルの残存寿命を予測することも可能にしました。	京セラは太陽光パネルの寿命予測技術を開発	太陽光パネルには有害物質が含まれるケースがあるため、廃棄パネルが増加することで最終処分場が逼迫する可能性が懸念されていま
す。最終処分場の容量を確保し、限りある資源を有効活用していくためには、太陽光パネルのリユース・リサイクルを進めていく必要があるでしょう。現状ではリユース可能な太陽光パネルでもリサイクルされていたり、リサイクルコストを削減するために廃棄処分されているケースも少なくありません。このような状況をふまえ、環境省・経済産業省が共同で太陽光パネルのリユース・リサイク
ル・処分の実態を調査することが求められています。	参考︓資源エネルギー庁｜2040年、太陽光パネルのゴミが大量に出てくる？再エネの廃棄物問題	そして太陽光パネルのリユース・リサイクル判断時にも、SoRelia®の寿命予測技術が役立つことが期待されています。太陽光発電を導入する方は将来を見越して、リユース・リサイクルにまつわる情報も定期的にチェックしてみてください。	太陽
光発電は温室効果ガスを排出しない再生可能エネルギーの一つとして注目されており、企業・家庭問わずに導入数が増えています。経済的なメリットが大きいことはもちろん、環境貢献にもなるため、太陽光発電を活用する方は今後ますます増えていくでしょう。	そして太陽光発電には太陽光パネルが欠かせませんが、その製品寿命は20年〜30年です。寿命を迎えた太陽光パネルは有害物質が含ま
れる場合があるため専門業者に処理を依頼せねばならず、現状としては廃棄処分される可能性が高く、最終処分場の逼迫も懸念されています。このような背景をふまえると、太陽光パネルの寿命を最大限に延ばすことも環境貢献のひとつだといえるでしょう。太陽光パネルを長く使い続ければそれだけ処分量も減らせますし、パネルを使用している間にリユース・リサイクル技術がさらに進歩する可
能性が高いです。	京セラは、太陽電池の研究開発に着手した1975年以来、一貫して長期信頼性（品質）を重視して技術開発を進めてきました。環境に貢献しつつ、長期間発電効率を保てる太陽光パネルを導入したい方は、ぜひ長期稼働の実績がある京セラの太陽光パネルを選んでみてください。	（更新日：2025年3月12日）	お問い合わせはこちら	京セラは初期費用0円で太陽光発電や蓄電池を導
入できる定額サービス（	ハウスマイルe	、	産業用電力サービス	）も提供していますので、ぜひチェックしてみてください。	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。●「SoRelia」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	東京都では、新築住宅への太陽光
発電システムの設置を2025年4月から義務化する制度が創設され、大きな話題となりました。今後は東京都に続いて、全国の自治体でも太陽光発電システムの義務化が広まると考えられています。太陽光発電の導入が義務付けられたら、お住まいの自治体ではどのような対応がなされるのでしょうか。本記事では、太陽光発電システムが義務化される時期や対象エリア、地域の補助金制度などをご紹
介します。これから住宅の取得を検討される方は、ぜひ参考にしてみてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電システムの仕組み	メーカー目線の太陽光発電システムのメリット・デメリット	【目次】	太陽光発電設置の義務化が進む背景	なぜ住宅への太陽光発電システムの設置を義務化する必要があるのでしょうか。まずは、太陽光パネル設置義務化の理由を解説します。	「再生可能エネル
ギー」の一つである太陽光は、温室効果ガスを排出せずに電力を生み出せることから、地球温暖化対策に貢献すると考えられています。再生可能エネルギーは、従来の化石燃料とは別のエネルギー源であり、自然界に存在する太陽光・風力・水力・地熱・バイオマスなどを利用して発電するのが大きな特徴です。化石燃料を燃やして発電する火力発電とは異なり、発電の際に温室効果ガスを排出しま
せん。さらには、枯渇せず永続的に利用できることから、クリーンなエネルギー源として注目されているのです。	地球温暖化をはじめとした気候変動はグローバルな課題となっています。地球全体の平均気温は上昇傾向にあり、世界各国で海面の上昇や異常気象などが発生しています。その原因となっているのが、二酸化炭素（CO₂）をはじめとした温室効果ガスの増加です。人類の活動により大気
中に多くの温室効果ガスが放出されたり、森林破壊が進んだりする影響から、地球温暖化が進行しています。こうした地球規模の課題に対して、日本でも脱炭素化の動きが始まっています。その一つが、再生可能エネルギーの普及促進です。国内では将来的に再生可能エネルギーを主力電源としていくために、制度の整備が進められています。制度の主な例として、再生可能エネルギーで発電した電
力を一定の価格で買い取る「固定価格買取制度（FIT制度）」が挙げられるでしょう。	日本は大規模な太陽光発電システムを建設するための適地が少ないことと、高い割合を占める家庭からのCO₂排出量を削減するため、住宅への太陽光発電導入や省エネの取り組みがますます重要になっており、太陽光発電設置義務化を進める要因となっています。今後は東京都の太陽光発電システムの設置義務化
に続いて、全国の自治体にも義務化の動きが広まっていくと予想されています。	個人住宅への太陽光発電設置が義務化されると、消費者側と施工業者側であるハウスメーカーや工務店にはどんな影響があるのでしょうか。ここでは、それぞれのメリット・デメリットを解説します。	太陽光発電設置のメリット	消費者のメリット	住宅用太陽光発電を導入すると、消費者は自宅での自家発電が可能とな
ります。電気料金の節約など経済的メリットが期待できるでしょう。自家発電した電力は、自家消費する以外に売電する選択肢もあり、収益をあげることも可能です。さらに、太陽光発電と併せて蓄電池を導入すれば、災害時や停電時、夜間でも発電した電気を使えるようになります。近年は、設備の初期費用を負担せず月額定額料金のみで導入する方法もあります。	自家消費型の太陽光発電とは？
仕組みや導入メリット、注意点	ハウスメーカーや工務店のメリット	住宅を販売するハウスメーカーや工務店は、太陽光発電のメリットを生かして、消費者へのアピールが可能となります。家庭用の太陽光発電は、住まいの節電や省エネなどの経済的な効果をもたらします。屋根に太陽光パネルを設置することで、遮熱効果が得られるという副次的なメリットもアピールにつながるでしょう。また、
多くの自治体で住宅の購入者へ向けた補助金制度が用意されているため、初期費用の負担軽減のために案内することもできます。	太陽光発電設置のデメリット	消費者のデメリット	太陽光発電システムを導入すると、消費者が住宅を取得する際の支払総額が高くなります。また、設備を維持管理するには定期的なメンテナンスが必要です。また、売電する場合に所得が20万円を超えると確定申告の義
務が生じます。	ハウスメーカーや工務店のデメリット	太陽光発電システムの設置が義務化されると、ハウスメーカーや工務店には、施主への説明負担が生じます。その際は、太陽光発電のメリットに加えて、デメリットや注意点まで詳しく説明しなければなりません。例えば、発電量が天候や温度に左右される点や、太陽光パネルの設置条件なども、消費者に伝える必要があるでしょう。トラブル
を防ぐために、太陽光発電設置に関する内容をしっかりと説明をする必要があります。	太陽光発電設置の義務化に関する制度は、2023年6月現在、東京都・神奈川県川崎市で創設されています。各自治体ではいつから義務化が始まり、どのようなケースが対象者となるのでしょうか。2つの自治体の制度についてご紹介します。	東京都	東京都では、新築住宅への太陽光発電設置のほか、断熱・省エ
ネ性能の確保を義務付ける制度が創設されます。対象となるのはハウスメーカーや工務店などが供給する新築住宅で、義務化が始まるのは2025年4月からです。既存の住宅は義務化の対象外で、屋根の面積が小さい建物や北向きの建物など、太陽光発電に適さない場合も設置が不要となる可能性があります。	東京都が太陽光発電設置の義務化に取り組む背景として、「2030年カーボンハーフ」が挙
げられます。こちらは、2030年までに温室効果ガスの排出量を2000年比で50％削減するという公約です。東京都では、CO₂排出量の70%以上が建築物から排出されており、なかでも家庭は29.3%と高い割合を占めています。太陽光発電の導入をはじめとした家庭での省エネが、「2030年カーボンハーフ」実現の鍵になると期待されているのです。	東京都では太陽光発電システムの購入・設置費
用を補助する制度が複数用意されています。例えば「東京ゼロエミ住宅」や「災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業」などです。	【出典】東京都「環境先進都市・東京に向けて」	　東京ゼロエミ住宅　	概要	「東京ゼロエミ住宅※」を新築した建築主を対象に、費用の一部を助成する。	対象住宅のほか、対象住宅に設置する太陽光発電システム・蓄電システムなども助成の対象
となる。	※断熱性能や省エネ性能が都独自の水準を満たした、高性能な住宅のこと。	助成金額	対象住宅への助成20万～210万円/戸対象住宅に設置する太陽光発電システムへの助成＜3.6kW以下＞	・オール電化住宅の場合は13万円／kW(上限39万円)	・オール電化住宅ではない場合は12万円／kW(上限36万円)＜3.6kW超50kW未満＞	・オール電化住宅の場合は11万円／kW(50kW以上は対象外)
・オール電化ではない場合は10万円／kW(50kW以上は対象外)●小型であるなどの東京の地域特性に対応した機能を有する製品（機能性ＰＶ）を対象に、1kWあたり5万円（又は2万円）を加算●陸屋根形状のマンション等に架台を用いて設置する場合は、架台の設置経費を対象に、1kWあたり20万円を上限として加算対象住宅に設置する蓄電システムへの助成	＜4kW以下の太陽光発電設備と共に
設置または蓄電池を単独で設置する場合＞	機器費・材料費および工事費の3/4(上限15万円／kWhかつ120万円／戸)＜4kW超の太陽光発電設備と共に設置する場合＞	機器費・材料費および工事費の3/4(上限15万円／kWhかつ太陽光発電出力×30万円)●ただし、蓄電池システムの機器費が蓄電容量	1kWhあたり20万円以下であること	●蓄電池の蓄電容量の合計が6.34kWh未満の場合、上限額を19
万円／kWhかつ95万円／戸とする。	【参考】東京都環境局「東京ゼロエミ住宅　助成制度」●抜粋して記載しておりますので、検討の際は受付期間や条件の詳細を自治体の窓口にお問い合わせください。	　災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業	　	概要	断熱・太陽光発電設置住宅の普及促進が目的。	高断熱窓・ドアへの改修のほか、太陽光発電システム・蓄電システムなどの
設置費用を補助する。	助成金額	蓄電システム	補助率3/4	＜太陽光4kW以上と蓄電池設置の場合＞	一住戸あたり次のうち、いずれか小さい額（最大1,500万円）	①蓄電池容量：15万円/kWh※②太陽光発電設備容量：30万円/kW＜太陽光4kW未満と蓄電池を共に設置または蓄電池のみ設置の場合＞	15万円/kWh※　(最大120万円/戸)	※5kWh未満の場合は19万円/kWh、5kWh以上6.34kWh未満の
場合は一律95万円	太陽光発電システム	＜新築住宅＞3kW以下は12万円/kW(上限36万円)、3kW超は10万円/kW(50kW未満)、ただし3kWを超え3.6kW未満の場合は一律36万円	＜既存住宅＞3kW以下は15万円/kW(上限45万円)、3kW超は12万円/kW(50kW未満)、ただし3kWを超え3.75kW未満の場合は一律45万円＜パワーコンディショナ更新＞補助率1/2(10万円/台)	【参考】東京都環境局
「災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業」●抜粋して記載しておりますので、検討の際は受付期間や条件の詳細を自治体の窓口にお問い合わせください。	神奈川県川崎市	神奈川県川崎市では、建築物への太陽光発電設置に関して新たな制度が創設されます。延べ床面積2,000平方メートル未満の建物を新築する事業者が対象となる「特定建築事業者太陽光発電設備導入制度」で
は、該当するハウスメーカーや工務店に太陽光発電システムの設置が義務付けられます。制度の開始時期は2025年4月です。ただし、建築主が希望しない場合や、建物への設置が難しい場合は、義務化の対象外となる可能性があります。また、事業者にはノルマが課される予定ですが、罰則などは想定されていません。	川崎市では、住宅への太陽光発電システムやHEMS（ホームエネルギーマネジ
メントシステム）の導入を補助する「スマートハウス補助金」の制度が用意されています。	　スマートハウス補助金	　	概要	地球温暖化対策の推進と子育て世帯の住宅取得支援が目的。市内の個人住宅に太陽光発電システムや省エネ設備を新規で導入する際の本体購入費用や工事費用の補助をする。	助成金額	太陽光発電システム	出力1kWあたり2万円(上限10万円)	定置用リチウムイオン蓄電システ
ム容量1kWhあたり1万円(上限10万円)	パワーコンディショナメンテナンス（修理・交換など）	5万円	【参考】川崎市「スマートハウス補助金」（個人住宅）」●抜粋して記載しておりますので、検討の際は受付期間や条件の詳細を自治体の窓口にお問い合わせください。	初期費用太陽光発電設置義務化を後押しするサービスとして、太陽光発電システム導入時に初期費用がかからない、初期費用0
円ソーラーというサービスがあることをご存知でしょうか。太陽光発電の設置を進める際に、初期費用がネックになっている場合に利用できるサービスとして注目されています。関連記事や、京セラのサービスをご紹介しますので、0円ソーラーに興味がある方はぜひチェックしてみてください。	京セラが提供する住宅用の初期費用0円ソーラー「ハウスマイルe」では、初期費用・メンテナンス費用
0円でご家庭に太陽光発電システム・蓄電池を導入できます。月額費用として「サービス料」を支払うことで、発電した電力は無料で自家消費できることが特徴です。なお、発電して余った電力（余剰電力）については、サービス事業者が利用します。０円ソーラーとは｜太陽光発電と蓄電池の定額サービス！補助金情報もご紹介！太陽光発電の導入方法を徹底解説！各導入方法のメリットと注意点
もご紹介！太陽光発電の設置費用はいくら？費用を抑える方法や投資回収もご紹介	ここまで太陽光発電設置の義務化に関してお伝えしました。2023年6月現在では、東京都と神奈川県川崎市で義務化へ向けた制度が創設されていますが、今後は義務化が全国へ広まる可能性も考えられています。住宅の取得を検討される方は、太陽光発電の導入で得られるメリット・デメリットを押さえて、情報収集
などの準備を進めておくことをおすすめします。	ご不明な点がございましたら、太陽光発電業界のパイオニアとして、数々の太陽光発電システム・蓄電システムの導入実績のある京セラまでお気軽にお問い合わせください。	（更新日：2024年3月22日）	お問い合わせはこちら	【関連記事リンク】	太陽光発電システムの仕組み	メーカー目線の太陽光発電システムのメリット・デメリット	北海道札
幌市東区北32条東3-1-1	北海道北見市とん田西町378番地2	北海道帯広市西12条南9丁目4番地1	岩手県盛岡市青山4丁目10-11	岩手県宮古市小山田2丁目2-1　マリンコープDORA（ドラ）1F	宮城県大崎市古川旭1-10-24	宮城県気仙沼市本郷10-13遠間ビル1階	宮城県仙台市泉区市名坂字原田3-23	埼玉県鶴ヶ島市鶴ヶ丘116-4	埼玉県秩父市荒川上田野785-5	埼玉県熊谷市石原343-1	長野県長野市
青木島町大塚320	長野県松本市島内4195-1	新潟県上越市高土町3丁目1-1	新潟県新潟市中央区堀之内南1-32-16	石川県金沢市松村3丁目339番地　クアトロM　2号室	愛知県春日井市鳥居松町1丁目89番地	愛知県豊橋市野依町字花ノ木127-1	愛知県岡崎市大西1丁目1番地10	滋賀県湖南市日枝町101-37	滋賀県東近江市今堀町621の1番地	京都府京都市下京区五条通堀川西入る柿本町618	京都府京
都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地	兵庫県姫路市南今宿7番13号	神戸市東灘区深江南町3-8-4	広島県広島市西区小河内町2丁目23番8号	広島県福山市南蔵王町6-18-40	福岡県久留米市津福本町1249-6	福岡県福岡市博多区井相田3-25-1	福岡県福岡市城南区荒江1-21-18-3F	熊本市南区江越2-22-7	熊本県天草市東町7-11	太陽光発電の普及が進む一方で、その将来性を不安視する声も聞かれます。実際のと
ころ、太陽光発電は今後どうなるのでしょうか。この記事では太陽光発電の抱える課題や期待できる将来性、さらには今後の活用方法について紹介します。	太陽光発電の導入を考えている方はもちろん、既に保有している太陽光発電について不安を感じている方は、ぜひ参考にしてみてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光発
電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！	【目次】	・太陽光発電の現状・太陽光発電が抱える今後の課題	・太陽光発電の未来・太陽光発電の今後の活用法・太陽光発電を活用していくことは今後も重要	太陽光発電の未来を知るためにも、まずは現状について知っておきましょう。世界各国の太陽光発電導入状況は次の
とおりです。	国名	総発電量に占める太陽光発電の割合	発電量（億kWh）	日本	8.3%	861	ドイツ	8.5%	500	イギリス	4.0%	124	中国	4.0%	3,392	フランス	2.7%	151	スペイン	8.0%	216	インド	4.4%	719	アメリカ	3.4%	1,462	参考：資源エネルギー庁｜今後の再生可能エネルギー政策について｜2023年6月21日（7.14MB）	日本やドイツ、スペインなどでは総発電量に占める太陽光発電の割
合が8%以上となっており、火力発電などと比べると小さな割合ですが、少なからず重要な発電源になっているといえるでしょう。また、中国やアメリカでは割合は小さいものの、発電量は相当な規模になっています。	太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？	太陽光発電を取り巻く現状を鑑みると、ポジティブな要素としては次の3点が挙げられます。	環境へ配慮した発電
方法	普及率増加	エネルギー安全保障への貢献	日本を含む世界各国が2050年のカーボンニュートラル実現を目指していることから、脱炭素の発電方法として太陽光発電が非常に注目されています。	技術革新によって導入コスト・発電コストが低下し、さらに行政が補助事業を用意していることから、太陽光発電の累積導入件数は年々増えていることも特徴です（単年度の導入件数には波がありま
す）。	日本に目を向けると、石油資源の乏しい国内でも発電できる方法として、太陽光発電は、エネルギー安全保障の観点からも注目されています。	参考：（一社）太陽光発電協会｜太陽光発電の状況（1.37MB）	再生可能エネルギー(再エネ)とは？種類や特徴、メリット・デメリットを解説！	カーボンニュートラルの取り組みと太陽光発電の活用について	太陽光発電にまつわるネガティブな要素
としては、次の2点が挙げられます。	卒FITを向かえるシステムの対応	寿命を終えた太陽光パネルの廃棄	FIT（固定価格買取制度）とは再エネを普及させるために、個人や事業者が発電した再エネ電力を「一定価格」で「一定期間」にわたって電力会社が買い取ることを、国が約束した制度です。10kW未満の太陽光発電の場合、FIT期間は10年とされています。そして2019年11月以降、徐々に期
間満了（卒FIT）を迎える家庭が増えています。これにより、太陽光発電を導入している方の経済的メリットが減少することが懸念されているのです。	参考：資源エネルギー庁｜本制度における卒FIT電源の取り扱いについて（1.09MB）	また、寿命を終えた太陽光パネルの廃棄方法にも懸念の声があがっています。実は太陽光パネルには、パネルの種類によっては鉛・セレン・カドミウムなどが含
まれています。卒FITを迎えたことで、これら有害物質も含まれる太陽光パネルを不法投棄する事業者が出てくるのではないかと心配する声が上がっていることも事実です。	FIT制度（固定価格買取制度）とは？売電時の仕組みやメリット・注意点を解説！	太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！	普及が進む太陽光発電ですが、今後考慮すべき課題としては次の3点が挙げら
れます。	卒FIT後のシステムの活用	設置場所の確保	不法投棄の懸念	それぞれの実情と対策案を見ていきましょう。	今後ますます卒FITを向かえる家庭・企業はますます増えていきます。太陽光発電を活用する経済的メリットが薄まってしまうことを不安に感じる方もいるでしょう。	もちろん売電を継続することも選択肢の一つですが、それ以外の活用方法を考えることが重要です。もっとも検討す
べきは、自家消費量を拡大することでしょう。自家消費して電力会社からの電力購入量を減らすことは、燃料費高騰などによる電気代値上げの対策にもなります。	蓄電池を導入し、余剰電力の行先を売電から自家消費に切り替えれば、より電気代削減効果を高められます。たとえば日中発電した電気を売電せず蓄電池にためておけば、夜間・荒天時など自家発電できない時間帯にも自家消費が可能で
す。	卒FIT後(固定価格買取制度	期間満了後)の対応とは？家庭でできる４つの方法をご紹介！	太陽光発電と蓄電池の両方を設置するメリット・デメリットとは？仕組みや特徴と合わせて解説	なお、太陽光発電と蓄電池を併用したほうが経済的メリットが大きい状態を「ストレージパリティ」といいます。各年度ごとストレージパリティ達成に向けた補助事業が実施されることもあるので、蓄電池導
入時にはぜひ活用してみてください。	2050年カーボンニュートラル達成を目指し太陽光発電の普及を急ぐあまり、森林を切り拓いてメガソーラーを設置するのではないかなど、太陽光パネルの設置が引き起こす環境問題も懸念されています。	太陽光発電はたしかに環境にやさしい発電方法ですが、その設置のために環境を破壊してしまっては本末転倒です。	環境に配慮しつつ太陽光発電を普及して
いくためには、荒廃農地や空港、ソーラーカーポート、溜池など、自然を壊さずに遊休地を活用していく必要があります。	水面に設置する水上太陽光発電所って何？ため池が発電所？	法人向けソーラーカーポートにデメリットはある？メリットや注意点とともに解説！	先述したとおり、太陽光発電事業者が事業終了後、太陽光パネルを含む発電設備を放置したり不法投棄したりすることへの不安や
懸念の声も少なくありません。	太陽光発電を今後さらに再エネの主力としていくためには、出口戦略として廃棄方法を確立することも求められるでしょう。	国は「再エネ特措法」を改正し、太陽光発電を含む再エネ設備の廃棄費用をあらかじめ徴収し、外部に積み立てることを原則とする制度を策定しました。これにより転売などで太陽光発電事業者が変わったとしても、廃棄時まで費用が保全さ
れることが特徴です。	太陽光発電事業が地域社会と共生するための制度が、今後ますます整えられていくことが期待されます。	参考：経済産業省｜「法制度」の観点から考える、電力のレジリエンス　⑥再エネのポテンシャルを全国規模で生かすために	再エネの主力ともいえる太陽光発電には、次のような未来の実現も期待されています。	2050年カーボンニュートラル実現のための主要要素	エネ
ルギー安全保障の観点からも重視	さらに高品質な太陽光パネルの開発	太陽光発電がどのような役割を果たしていくのか、それぞれ詳しく解説します。	2050年までにカーボンニュートラルを実現するためには、再生可能エネルギーのさらなる導入が不可欠です。	再エネは水力・風力・地熱などさまざま存在しますが、その中でも太陽光発電はパネルの効率向上・コスト低下が進んでおり、将来的に
は総発電量に占める太陽光発電の割合がさらに増加することが期待できます。	カーボンニュートラルは太陽光発電の普及拡大によって実現が近づくといってもいいでしょう。	日本は化石燃料資源の乏しい国であるため、世界情勢によってはエネルギー資源の確保が難しくなってしまいます。2024年時点でも、世界的な情勢不安から燃料調達コストが増大し、電気代が上昇していることは多くの方が
実感しているでしょう。	このようなエネルギー安全保障の観点からも、国内で発電を完結できる太陽光発電の重要性はますます高まっていくと予想されます。	現在主流の太陽電池は、コスト低下は進んでいるものの、設置場所に制限があることも事実です。それなりに重量もあるため、耐荷重の小さな既存建物の屋根・壁面には設置できません。	しかし、これまで太陽光発電の設置が難しかったよ
うな場所にも導入できる「次世代型太陽電池」の技術開発が進んでいます。現在の太陽電池より軽量性・柔軟性に優れた製品が普及し導入方法の選択肢が増えることも、太陽光発電をとりまく明るい未来の一つです。	従来よりも大幅な薄型化、軽量化を実現したフレキシブル結晶シリコン太陽電池モジュール（開発試作品）	京セラ、デンソーと軽量太陽光発電システムの実証実験を実施	太陽光発電
にはさまざまな懸念も存在するものの、メリットもあわせ総合的に判断すると、積極的に導入したほうがいいでしょう。最後に今後の情勢をふまえ、これから太陽光発電をどのように活用していくべきか紹介します。	ZEHによりエネルギーコストを抑える【住宅】	FIP制度で売電する【法人】	ピークカット・ピークシフトによる電気代削減を狙う【法人】	停電時の非常用電源にする【法人・住宅】
PPAを活用して初期費用0円で導入する【法人・住宅】	これから太陽光発電を導入する方はもちろん、既に太陽光発電を保有している方も、ぜひこれらのポイントを意識してみてください。	ZEH（Zero	Energy	House｜通称：ゼッチ）とは、太陽光発電・省エネルギー設備・断熱材設備などを組み合わせることで、年間のエネルギー消費量を実質的にゼロにする住宅のことです。	生活に必要な電
力は太陽光発電を主力として利用するため、家庭からのCO₂排出量をゼロに近づけることが可能です。災害に伴う停電時にも自家発電で生活を続けられるため、在宅避難しやすいこともメリットといえるでしょう。	新築住宅を建てる方は、ぜひ太陽光発電を活用した	ZEH住宅を検討してみてください。ZEH住宅には建築時の補助金が出ることもポイントです。	【令和6年度】住宅用太陽光発電導入
に使える補助金を紹介！	FIT制度のように固定価格で売電するのではなく、再エネ由来の電力を市場価格にプレミアム（補助額）を加算して売電できるのが「FIP制度（Feed-in	Premium）」です。	FIT制度では、1kWhあたりの売電単価（調達価格）が定められていますが、FIP制度でも「基準価格（FIP価格）」が定められます。この「基準価格」は再エネ発電に必要なコストなどさまざまな事
情を考慮して決められていることが特徴です。また、電力の市場取引によって期待できる収入分として、市場価格に連動した「参照価格」も定められています。	FIP制度下では「基準価格（FIP価格）」と「参照価格」の差額が「プレミアム」となり、太陽光発電事業者が受け取ることが可能です（基準価格（FIP価格）＞参照価格）	。	欧州など再エネ先進地域ではすでにFIP制度導入が進んでいま
したが、日本でも2022年4月からスタートしています。	参考：経済産業省｜再エネを日本の主力エネルギーに！「FIP制度」が2022年4月スタート	FIPは法人向けの制度ですが、自家消費ではなく売電収入を確保したい事業者は、卒FITに向けてFIPへの移行を検討してもいいでしょう。	【法人向け】FIP制度とは？FIT制度との違いやメリット・デメリットを比較	法人の場合、太陽光発電と蓄電池
を組み合わせて「ピークカット」「ピークシフト」を実施することで、電気代削減効果も期待できます。	前提知識として、法人の電気代が決まる仕組みを知っておきましょう。法人の電気代に大きく影響するのが「最大需要電力（契約電力）」です。契約電力は過去一年間に測定された30分ごとの平均使用電力（最大需要電力｜1年間のデマンド値）によって決まります。このデマンド値が大きけれ
ば契約電力も大きくなり、電気代が高くなってしまうのです。	法人の電気代の内訳とは？計算式や電気代を抑える方法を解説！	ピークカットでは太陽光発電を活用し、ピーク時の電力購入量を減らします。電力購入量を減らせることはもちろんですが、これによってデマンド値も減少するため、契約電力を低水準に保てることがポイントです。	また、ピークシフトでは蓄電池を活用します。夜間な
ど低需要な時間帯に電力購入し蓄電し、その電力をピーク時に使用することで、やはりデマンド値を減少させる効果が期待できるのです（電力購入量は変わりません）	。	そして蓄電池を使えば、低需要の時間帯に太陽光発電が生み出した電力を溜めておけるため、余すことなく自家消費できます。太陽光発電と蓄電池を併用すれば、ピークカットを実施しながらピークシフトも可能となり、電気代
削減効果を最大限に高められるのです。	●1年間の最大需要電力が、夜間や雨天など太陽光発電が稼働していない条件の際は、最大需要電力の削減ができないケースもあります。	法人・住宅ともに、太陽光発電と蓄電池を組み合わせれば、停電時の非常用電源としても活用できます。太陽光発電のみでは日中しか電気を利用できませんが、蓄電池があれば夜間や荒天時でも電気を使えることがポイン
トです。非常用電源としての機能も求める場合は、蓄電池の併用も検討してみてください。太陽光発電で停電時に備える方法と停電時の操作方法とは？【住宅】	産業用蓄電池の特徴とは？太陽光発電と併用時のデメリットや補助金情報を紹介【法人】停電時に蓄電池で備える方法とは？蓄電池の選び方もご紹介！【住宅】	ここまで紹介した活用方法を鑑みて、太陽光発電を導入してみたいと考えて
いる方も多いのではないでしょうか。しかし導入コストが低減しているとはいえ、住宅用であっても太陽光発電の導入には100万円以上の費用がかかります。法人用はさらに規模が大きくなるため、少なからず設置コストが負担になることも事実です。	また、昨今では太陽光発電単体では補助金が利用できないケースもあり、経済的負担から太陽光発電の導入を諦めている方もいるかもしれません。
そのような方には、PPAサービスの活用をおすすめします。PPAとは「Power	Purchase	Agreement（電力購入契約）」のことで、簡単にいうと初期費用0円で太陽光発電を導入できるサービスです。太陽光発電システムはPPA事業者の負担で設置し、需要家（住宅・法人など）は電力使用量に応じたサービス料金をPPA事業者へ支払います。	PPAであれば初期費用の負担なく太陽光発電を導入で
きるため、ぜひ検討してみてください。京セラでも住宅用・法人用それぞれにPPAサービスを提供しています。	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	法人向け：産業用電力サービス事業（PPA）	環境保護・エネルギー安全保障の観点から、今後は電気を自給自足していくことが求められるでしょう。国家単位のマクロ的観点、事業所・住宅などミクロ的観点の双方から見
ても、太陽光発電を活用していくことは今後より重要視されていくと考えられます。	技術進歩に伴い、太陽光発電の導入コストは低減していますが、初期費用の負担が気になる方もいるでしょう。今後を見据えて太陽光発電を導入したいものの、設置コストが負担になるという方は、ぜひPPAを活用してみてください。	（更新日：2024年10月24日）	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロ
ゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！	住宅用の太陽光発電は、新築時に設置しなくても、後から取り付けることが可能です。つまり、新築時に設置を見送ったご家庭や、
建売住宅・中古住宅を購入したご家庭でも、好きなタイミングで導入できます。しかし、太陽光発電を後付けする場合ならではの注意点があることも事実です。そこでこの記事では、太陽光発電を後付けするメリット・デメリットや、設置時に押さえておくべきポイントを紹介します。太陽光発電の後付けを検討している方は、ぜひご参考になさってください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕
組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光発電の設置費用はいくら？費用を抑える方法や投資回収もご紹介０円ソーラーとは｜太陽光発電と蓄電池の定額サービス！補助金情報もご紹介！太陽光発電の費用対効果は？計算方法や効果を高める方法を解説！【住宅】新築住宅に太陽光発電は設置するべき？メリットや補助金情報を紹介！【住宅】	【目次】	・太陽光発電の仕組み・
太陽光発電を後付けするメリット・太陽光発電を後付けするデメリット・太陽光発電の後付け設置にかかる費用・太陽光発電を後付けするときの注意点・太陽光発電をオトクに後付けする方法・太陽光発電を後付けするなら京セラの「ハウスマイルe」がおすすめ	まずは前提知識として、太陽光発電の仕組みについて紹介します。	電気的な性質が異なる2種類のシリコン半導体（N型半導体とP型半導
体）に光が当たると、電気が発生します。この仕組みを活用したのが「太陽光パネル」です。	そして、住宅用の太陽光パネルは一般的に、次の図のように屋根に設置されます。	 太陽光発電のシステム構成 	※1画像は屋内用パワーコンディショナをイメージしています。屋外設置対応品もあります。	※2屋内用パワーコンディショナKPK-A40、KPK-A55専用です。	※3電力会社の系統の状況によ
り、逆潮流電力（需要者側から電力系統側に送る電力）が制限され、太陽光発電システムからの売電電力量が少なくなる可能性があります。このような状況が頻繁に発生する場合は、電力系統側での対策が必要な場合がありますので、販売窓口にご相談ください。	※4蓄電池で貯めた電気を売電することはできません。	●図は、晴れの日の平常時のイメージです。	●建築基準法施行令第86条による垂
直積雪量の荷重が、太陽光発電システムの製品仕様を超える場合は設置できません。	●蓄電システムに必要なパワーコンディショナ、リモコン、通信モデム、関連機器･部材は図に記載しておりません。	また、太陽光パネルを住宅に設置するためには「架台」や「金具」などが必要です。さらに、システム内でいくつかの系統に分かれた電気をひとつにまとめるための「ケーブル」や「接続箱」など
も設置します。そして、太陽光パネルで発電された電気は”直流”であるため、家庭内に送る前に「パワーコンディショナ」という機器で”交流”に変換しなければなりません。	太陽光発電はこのような仕組みであるため、後付けする場合は「太陽光パネル」「パワーコンディショナ」「接続箱」など複数の機器を設置することを知っておきましょう（その他に出力制御ユニットや蓄電池を設置すること
もあります）。	なお、太陽光発電を導入すると、自家発電した電気をそのまま家庭で消費できるようになります。つまり電力会社からの電気購入量を減らせるのです。このことから、太陽光発電を導入するメリットとして”電気代削減効果”を真っ先に思い浮かべる方も多いでしょう。また、災害時・停電時にも電気を自家消費できるため、非常用電源としての効果も期待できます。	さらに、太陽光
発電は発電時に二酸化炭素を排出しません。クリーンな電気を日常生活に取り入れられるため、環境保護に貢献できることもメリットといえるでしょう。太陽光発電のメリットに魅力を感じる方は、ぜひ後付けをご検討ください。	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！	パワーコンディショナ（パワコン）とは？太陽光発電における役割・機能【住宅・法人】	太陽光
発電の使い方は？設置するメリットとデメリットを解説！【住宅】	さて、太陽光発電を新築時ではなく後付けするメリットとしては、次の3点が挙げられます。	太陽光パネルが固定資産税の課税対象とならない	販売店・メーカーをゆっくり選べる	住宅をリフォームするタイミングで設置できる	それぞれ詳しく見ていきましょう。	太陽光パネルが固定資産税の課税対象とならない	新築時に太陽光発
電を設置する場合、屋根と一体となる太陽光パネルを選ぶことが多く、太陽光発電設備も住宅の一部とみなされ固定資産税の課税対象となる場合があります。	しかし太陽光発電を後付けする場合は、屋根に架台を設置して太陽光パネルを取り付けるケースが多いです。この場合は太陽光パネルと屋根が別々のものとみなされ、太陽光パネルは固定資産税の課税対象となりません。	税負担を減らせる
ことは、太陽光発電を後付けする場合ならではのメリットといえるでしょう。	新築時に太陽光パネルを設置する場合、ハウスメーカーにおすすめされたメーカー・製品をそのまま設置するケースが多いです。	しかし後付けするなら、どのメーカーを選ぶのか、どの製品を選ぶのか、じっくり調査してから選ぶことができます。数十年にわたって使い続ける設備だからこそ自分たちでしっかり選びた
いという場合には、あえて後付けにしてもいいでしょう。	太陽光発電を後付けするデメリットとして、新築時と比べると足場などの工事費が高くなりやすいと紹介しました。	しかし、屋根・壁などのリフォームに伴い足場を設置するタイミングとあわせれば、太陽光発電だけを後付けするより工事費を抑えることが可能かもしれません。	また、経済産業省の調達価格等算定委員会による過去の資料
では、2012年～2022年は既築住宅への設置費用のほうが割高で、2023年の平均値では新築住宅より既築住宅へ設置するケースのほうが安いという見解もありました。	コストについては、今後の市場動向にも注視が必要です。	参考：経済産業省｜令和6年度以降の調達価格等に関する意見（7.38MB）	太陽光発電を後付けすることにはメリットもありますが、少なからずデメリットも存在します。
新築時に設置しないデメリットとして、次の3点は知っておきましょう。	住宅ローンを活用できない	新築時の設置と比べ工事費用がかかる	屋根の形状・角度を太陽光発電に最適化できない	それぞれ詳しく解説します。	住宅ローンを活用できない	新築時に太陽光設備を取り付ける場合、その費用もすべて住宅ローンに組み込むことが可能です。住宅ローンは金利・期間・税制などが非常に優遇され
ているため、これは新築時ならではのメリットといえるでしょう。	一方で後付けする場合、住宅ローンは使用できませんが、全額を一括で支払うか、リフォームローン（ソーラーローン）などを活用することができます。	新築時なら、建築工事の足場などを利用して太陽光発電設備も導入できます。	しかし既築住宅に太陽光発電を導入するとなると、その工事のためだけに足場などを用意しなけれ
ばなりません。新築時には必要ない追加コストが必要となるため、後付けのほうが割高になってしまうのです(ただし、後付けで設置する場合でも、屋根や壁のリフォームとタイミングを合わせることで、足場費用を抑えられる可能性はあります)。	経済産業省が公表している資料においても、既築住宅に太陽光発電を導入するための費用は、2024年の実績で新築と比較して4万円/kW高いことが示さ
れています。一般的な住宅には4kW～5kWの設備を導入するケースが多いため、後付けのほうが16万円～20万円ほど割高になる可能性があることは留意しておきましょう。	参考：経済産業省｜令和7年度以降の調達価格等に関する意見（10.6MB）	新築時なら、太陽光発電に考慮して屋根の形状・角度を設計することも可能です（方向は南、角度は30度が理想的とされています）。しかし後付け
の場合、屋根の形状・角度が必ずしも太陽光発電に最適であるとは限りません。たとえば南側のスペースが小さく、思うように太陽光パネルを設置できないこともあるでしょう。屋根の形状・角度を太陽光発電に最適化できない可能性があることも、後付けする場合のデメリットとして知っておきましょう。太陽光発電の設置場所はどう選ぶ？設置条件・選び方のポイントを解説！【住宅・法人】	そ
れでは太陽光発電を後付けする場合、どのくらいの費用がかかるのでしょうか。既築案件のシステム費用（kWあたり）の相場を、年度ごとに見てみましょう。	年度	システム費用（kWあたり）	2020年	31.1万円	2021年	28.3万円	2022年	28.5万円	2023年	29.1万円	2024年	32.6万円	参考：経済産業省｜令和7年度以降の調達価格等に関する意見（10.6MB）	2012年の工事費用相場が47.9万
円/kWであったことをふまえると、住宅用太陽光発電のシステム設置費用はおおむね低減傾向でしたが、近年では上昇傾向にあることは覚えておきましょう。	2024年の工事費用で計算すると、太陽光発電の後付けにかかる費用相場は130.4万円（4kWの場合）〜163万円（5kWの場合）程度です。	太陽光発電の設置費用はいくら？費用を抑える方法や投資回収もご紹介	これだけの費用をかけて設
置するからには、後付けする際のポイントについてもしっかり知っておきましょう。	太陽光発電を後付けするときに注意すべきポイントとしては、次の3点が挙げられます。	設置・施工の事前に調査をする必要がある	周辺環境が発電に与える影響を考慮する	設置可能な容量や発電効率・費用対効果を把握する	それぞれの注意点について詳しく見ていきましょう。	設置・施工の事前に調査をする必
要がある	まずは設置できるかどうかを事前に調べなければなりません。	例えば屋根の種類（材質）によっては、太陽光パネルの設置が難しく屋根材の葺き替えなどが必要な場合もあります。工事箇所について雨漏りや屋根材・構造躯体の他、屋根の形状（勾配・方角）なども確認しなければならないため、	設置業者に一度確認してもらいましょう。	周辺環境が発電に与える影響についても考慮する
必要があります。	もっともチェックすべきことは、影の影響です。近くにマンション・ビル・樹木などがあると太陽光パネルに日があたる時間が短く、思ったように発電できない可能性もあります。また、樹木が近い場合、太陽光パネルに落ち葉が積もってしまう可能性もゼロではありません。	設置してから後悔することのないよう、太陽光発電にマイナスな要素がないかどうかご確認ください。
屋根の状況・周辺環境などを調査したら、設置可能な容量や発電量を想定し、どのくらいの費用対効果が期待できるのか計算してみましょう。	費用対効果は、次の計算式で判断できます。	京セラの	「住宅用発電シミュレーション」	を使いながら、実際に計算してみましょう。	設置場所：東京都府中市	太陽光発電システムの容量：4kW	設置費用：130.4万円（4kW×既築住宅の太陽光発電導入費用
相場32.6万円/kW）	設置方角：南	電気料金プラン：東京電力	従量電灯B	最近1ヶ月の電気料金：15,000円	1年間で節約できる電気料金は118,639円程度と計算されました。	つまり10年間で節約できる電気料金は、約118万円です。設置費用が130.4万円程度であることをふまえると、11年で初期費用を回収できる試算になります（11年間の節約電気料金130.5万円÷導入費用130.4万円＝費用対
効果約1.0）	。	なお実際には、設置費用とは別にランニングコストもかかります。メンテナンス費用は10年間で12万円程度、パワーコンディショナの交換費用は10年間で18万円程度が相場です。	ただし太陽光発電は10年間で使えなくなるものではなく、20年～30年以上にわたって使い続けられます。そのためランニングコストを加味したとしても、長期的に見ると費用対効果を得られるご家庭が
多いでしょう。	長期的に見れば費用対効果が高いとしても、太陽光発電を後付けするとなると100万円以上の費用がかかります。この初期費用がネックとなり、太陽光発電を後付けするかどうか迷っている方もいるかもしれません。そのような場合は、次のいずれかを活用してみてください。	太陽光発電をオトクに後付けする方法について、それぞれ詳しく解説します。	補助金を活用する	お住まい
の都道府県・市町村によっては、太陽光発電を後付けする場合にも使える補助金が用意されています。	たとえば東京都の「住宅用太陽光発電初期費用ゼロ促進の増強事業」においては、既築住宅に太陽光発電を導入する場合、規模に応じ次のように補助金が支給されます（令和6年度の場合）。	3kW以下：18万円／kW	3kWを超え3.75kW以下：一律45万円	3.75kW超：12万円/kW	参考：クー
ル・ネット東京｜住宅用太陽光発電初期費用ゼロ促進の増強事業（1.04MB）	その他の自治体においても、各種補助事業が展開されています。太陽光発電を単体で設置する場合は補助対象とならない自治体も、太陽光発電と蓄電池を組み合わせることで補助対象となるケースがあるため、お住まいの自治体のホームページなどを確認してみてください。	なお、これら補助事業は、年度ごとに設定さ
れることが多いです。年度が切り替わる2月〜3月頃に調査している方は、翌年度の情報をチェックするよう注意してください。	PPAサービスを利用すれば、初期費用0円で太陽光発電・蓄電池を導入することも可能です。	PPAとは電力販売契約（Power	Purchase	Agreement）のことで、サービス事業者の負担で電力需要家（住宅）の敷地内に太陽光発電システムを設置し、需要家はサービス利
用料を支払います。	設置される太陽光発電システムはあくまでもサービス事業者の所有物であるため、設置費用・契約期間中のメンテナンス費用は、すべてサービス事業者が負担します。そのため電力需要家（住宅）は、まとまった資金を用意しなくても太陽光発電・蓄電池を導入できるのです。	京セラも住宅向けPPAとして、エネルギーシステム定額サービス	「ハウスマイルe」	を提供していま
す。太陽光パネルの容量・蓄電システムの容量は各家庭のニーズにあわせてさまざまなプランから選べるため、ぜひご検討ください（太陽光発電システムのみを契約することも可能です）。	たとえ新築時に太陽光発電を導入しなかったとしても、後付けすることは可能です。	設置費用がネックとなっている場合は、補助金やPPAサービスを使って、上手に負担を減らしてみてください。	京セラのエ
ネルギーシステム定額サービス	「ハウスマイルe」	は、既築住宅への後付けにも対応しています(足場費用はかかりますが、前述のとおり住宅リフォームのタイミングを合わせることで足場費用を抑えることは可能です）。	太陽光発電の後付けが可能かどうか判断するためにも、まずはお気軽にお問い合わせください。	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標
です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光発電の設置費用はいくら？費用を抑える方法や投資回収もご紹介０円ソーラーとは｜太陽光発電と蓄電池の定額サービス！補助金情報もご紹介！太陽光発電の費用対効果は？計算方法や効果を高める方法を解説！【住宅】新築住宅に太陽光発電は設置するべき？メリットや補助金情報を紹介！
【住宅】	日本国内の発電割合は、その大部分を化石燃料が占めています。しかしカーボンニュートラルを達成し、環境を守るためにも、非化石燃料（再生可能エネルギー）による発電割合を増やしていかなければなりません。この記事では現状での日本の発電割合の内訳と、再エネの活用状況を紹介します。	【関連記事リンク】	カーボンニュートラルの取り組みと太陽光発電の活用について再生可
能エネルギー(再エネ)とは？種類や特徴、メリット・デメリットを解説！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？	太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！	【目次】	・日本における発電割合・日本における主要な再エネ・再エネのメリットと課題・再エネの発電割合（再エネ比率）を増やすためにできること・日本の発電割合における再エネ比率を
高めるために太陽光発電を活用！	資源エネルギー庁が発表した	「令和4年度（2022年度）エネルギー需給実績（確報）」（2.89MB）	によると、日本における発電割合は次のようになっています。	エネルギー源	シェア率	石炭	30.8%	石油等	8.2%	天然ガス	33.8%	原子力	5.5%	水力	7.6%	太陽光	9.2%	風力	0.9%	地熱	0.3%	バイオマス	3.7%	参考：資源エネルギー庁｜令和4年度（2022年度）
エネルギー需給実績（確報）（2.89MB）	上記の表から分かるとおり、日本の発電割合は石油・石炭・天然ガス（LNG）などの「化石燃料」が大部分を占めていることが特徴です。電源構成でみると、化石燃料が占める割合は約72％にもなります。なお、エネルギー源への依存度がわかる「一次エネルギー供給構成」で見ると、2022年度の化石燃料への依存度は”83.5％”です。参考：資源エネル
ギー庁｜エネルギー自給率の推移	第一次石油ショックが発生した1973年度の化石燃料依存度は94％でしたが、2010年度には依存度が81.2％にまで低下しました。化石燃料への依存度を下げた大きな要因は「原子力」です（2010年度の原子力が占める割合は11.2％）。	2011年の東日本大震災発生以降、原子力発電所が停止した影響などを受け、2022年度の一次エネルギー供給構成に占める原子
力の割合は2.6％に留まっています。しかし化石燃料への依存度は2010年度が81.2%、2022年度が83.5%と、原子力発電の割合が下がったわりには変化がありません。これは「再生可能エネルギー(再エネ)	」の導入が進んでいるためだといえます。再エネとは「自然界に常に存在する、枯渇しないエネルギー」のことです。一度利用したあとも持続的に利用できる「太陽光」「水力」「風力」「地
熱」「バイオマス」などのエネルギーが該当します。再生可能エネルギー(再エネ)とは？種類や特徴、メリット・デメリットを解説！	2010年度の一次エネルギー供給構成を見ると、水力が3.3％、再エネ等（水力除く地熱、風力、太陽光など、及び未活用エネルギー）は4.4％でした。一方、2022年度の構成を見ると、水力は3.6％とほぼ横ばいですが、再エネ等は10.3％と大きく伸びています。	参
考：資源エネルギー庁｜エネルギー自給率の推移	先述した	「令和4年度（2022年度）エネルギー需給実績（確報）」（2.89MB）	の表を見ても、水力7.6%、太陽光9.2%、風力0.9%、地熱0.3%、バイオマス3.7%、合計21.7％と、再エネ電力比率は5分の1を占めるほどになっています。	日本の再エネ電力比率は2020年度で約19.8％、2021年度で約20.3％であるため、年々上昇していることが
ポイントです。	そして、とくに重要な役割を果たしているのが「太陽光発電」だといえます。2021年における主要国の発電状況を比較すると、発電電力に占める太陽光の割合は、日本が世界第3位です。	実は国土面積あたりの太陽光導入容量は、主要国の中でも日本が最大級であることは知っておくべきでしょう。	参考：資源エネルギー庁｜再エネの導入｜日本のエネルギー	2023年度版	　日本の
エネルギー	2022年度版	太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？	日本の発電割合において、再エネが少なからず重要な役割を果たしていることがお分かりいただけたのではないでしょうか。ここからは主要な再エネである「太陽光」「水力」「風力」「地熱」「バイオマス」について、それぞれの特徴・課題などを紹介します。	「N型半導体」と「P型半導体」を重ねて光
を当てると、N型側（表面）に電子（－）、P型側（裏面）に正孔（＋）が集まる性質があります。この性質を利用したものが「太陽光発電」です。半導体を重ね合わせた「太陽光パネル」に日光が当たると、直接電力に変換できるのです。	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！	太陽光発電は日光が当たりさえすれば発電できるため、他の再エネと比べると発電所を
設置しやすいといえます。住宅の屋根に設置して一家族の電力需要をまかなうことも可能ですし、大規模に設置して工場・オフィスで利用する電力の大部分を供給することも不可能ではありません。	実際、太陽光発電を導入する住宅・企業は年々増加しています。たとえば住宅が建てられた時期別に太陽光発電の使用率を見ると、2006〜2010年は21.2％、2011年〜2015年は30.5％、2016年以降
は22.2％となっています。	参考：環境省｜家庭のエネルギー事情を知る	また、太陽光発電の設備導入量を、FIT制度（固定価格買取制度）導入前後で比較したのが次の表です。	太陽光発電の設備導入量	FIT制度導入前	（2012年6月までの累積）	FIT制度導入後	（2012年7月～2024年12月）	住宅	約470万kW	1,048.1万kW	(2,132,481件)	非住宅	約90万kW	6,372.3万kW(732,130件)	参考：
資源エネルギー庁｜再生可能エネルギーの導入状況（1.25MB）	FIT制度（固定価格買取制度）とは？売電時の仕組みやメリット・注意点を解説！	再エネ全体としてみても、2023年12月末時点におけるFIT/FIP認定容量約9,900万kWのうち、太陽光発電が占める割合は約75％にもなります。このように太陽光発電は、再エネの中でもっとも活用されていることが特徴です。	FIP制度とは？FIT制
度との違いやメリット・デメリットを比較	一方、太陽光発電にもいくつか難点も存在します。他の再エネと比べれば利用しやすいものの、日照時間が少ないエリアでは期待するほど発電できないことも少なくありません。また、太陽光パネルには「鉛」「カドミウム」といった有害物質も含まれている場合があるため、太陽光パネルの廃棄に対応した専門業者に依頼し、産業廃棄物として処理しなけ
ればなりません。今後寿命を迎えたパネルを適切に処理しきれるのか、最終処分場が逼迫してしまうのではないか、といった課題も存在します。このような課題に対処するため、京セラは太陽光パネルの長期信頼性設計・予測技術「SoRelia®」を開発し、その独自技術の特許も取得※しました（※特許第6811974、6818307、6837649号）。太陽光パネルの”製品寿命”や、すでに稼働中のパネル
の”残存寿命”も予測できるため、太陽光パネルのリユース・リサイクルに役立つことが期待されています。太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！	水力発電は、水の流れ・高低差に伴うエネルギーを利用して発電します。発電効率は約80%と、再エネの中でもっとも高いことが特徴です。他のエネルギーと比べて安定供給性に優れるため古くから利用されており、現在でも
電力の8%程度は水力発電に由来しています。水力発電といえば「ダム」を利用する大規模水力発電が思い浮かぶかもしれませんが、昨今は「河川の流水」「農業用水」「上下水道」などを利用する中小水力発電の開発も進められています。中小水力発電の開発地点は上流・山間部にあるため建設コストが高くなりやすいことはデメリットですが、再エネ需要の増加に伴い、さらなる活用が期待され
ています。参考：資源エネルギー庁｜水力発電は安定供給性にすぐれた再生可能エネルギー	風力発電はその名のとおり、「風の運動エネルギー」で風車を回して発電します。大きな風車を回すだけの風が必要となるため、発電所を設置できるエリアが限られることが難点です。日本での導入数は欧米と比べると遅れているものの、2016年度末で2,203基の風車が導入されており、累積設備容量は
335.7万kWにまで増加しています。これまでは陸上風力の設置がメインでしたが、やはり風力発電に適した地域が限られるため、今後は「洋上風力発電」を増やしていくことが検討されています。日本は海洋国家であり、風力であれば夜間も発電できることから、大きなポテンシャルがある再エネだといえるでしょう。参考：資源エネルギー庁｜風力発電	地球内部に存在するマグマなどの熱エネル
ギーを利用するのが地熱発電です。発電方法そのものは火力発電・原子力発電と同じで、水を蒸気にしてタービンを回します。日本は火山大国でもあるため、他国と比べると地熱が利用しやすいことがポイントです。東北や九州を中心に地熱発電所が設置されています（ただし、他の再エネと比べると、建設場所は限られます）。参考：資源エネルギー庁｜地熱発電	生物資源を総称して「バイオマ
ス」と呼びます。生物資源を燃焼したりガス化したりすることで発電するのがバイオマス発電です。バイオマス発電では燃焼工程があるため二酸化炭素（CO₂）などを排出します。しかし光合成によってCO₂を吸収しながら成長したバイオマス資源を燃料とした発電については、「京都議定書」における取扱上はCO₂を排出しないものとされているのです。技術が進歩し、現在ではさまざまな生物資
源で発電できるようになっています。しかし資源そのものが広範囲に分散しているため、コストがかかりやすい小規模分散型の設備になりやすいことがデメリットです。参考：資源エネルギー庁｜バイオマス発電	この章では、再エネのメリットと再エネが抱えている課題を説明します。	まず、再エネを利用するメリットとしては次の4点が挙げられます。	エネルギー源が枯渇しない	環境にやさしい
（気候変動対策）	エネルギーを自給できる	非常用電源としても利用できる	再エネは自然界に無尽蔵に存在する資源（太陽光、風力、水力、地熱など）もしくは循環型のバイオマスなどを利用するため、枯渇することがありません。	将来的に次の世代へ負担を与えない持続可能なエネルギー源であることが再エネならではの大きなメリットです。	また、再エネは二酸化炭素などの温室効果ガスを排
出しなかったり、正味ゼロ(ネットゼロ)にしたりする方法で発電できるため、気候変動の主要な原因である温室効果ガスの排出削減に寄与でき、さらに大気汚染物質の排出も少ないため、環境にやさしいエネルギー源と言えます。	さらには、再エネは地域・国に根ざして生み出せるため、エネルギーを自給自足できます。	国単位で見ると外国からのエネルギー輸入に依存せずに済むため、エネルギー
安全保障上のメリットも大きいといえるでしょう。	加えて、太陽光発電システムや小規模な風力発電などは非常用電源としても機能します。火力発電を使った大規模な電力供給システムが災害などで機能しない場合でも、再エネを導入していれば地域や個別の建物で電力を供給することが可能です。とくに太陽光発電と蓄電池を組み合わせれば、発電した電気を蓄電池に充電させて繰り返し使用でき
るため、長期停電の場合などに持続的な非常用電源として役立てることができます。	再エネには多くのメリットがありますが、少なからず課題も存在します。	安定供給が難しい	エネルギー変換効率が低い	発電にかかるコストが高い	再エネ源の一部はその性質上、供給が不安定になることがあります。	例えば太陽光パネルは夜間・曇天時は発電できませんし、風車も風が弱い日は効率が下がりま
す。再エネの発電量は予測が簡単ではありませんが、電力の需要と供給のバランスを取ることが現在抱えている課題の１つといえるでしょう。	また、再エネの多くは火力発電や原子力発電と比べるとエネルギー変換効率が低いことも課題です。	水力発電は発電効率が高いため、現在でも日本国内の発電量の約8%を占めています。しかし、日本国内でさらに水力発電ダムを増やしていくことは、地形
的にもコスト的にも現実的ではありません。	一方、太陽光発電の発電効率（モジュール変換効率）は技術革新が進み、今後の進展が期待できます。日本における再エネ普及は、太陽光パネルの品質向上にかかっているともいえるでしょう。	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	発電方法と発電効率(目安)	発電方法	発電効率(目安)	火力発電	約40～50％	原子力発電	約30％	水力発電	約80%	太陽光
発電	約20%	地熱発電	約10%	バイオマス発電	約15～30%	風力発電	約20～40%	参考：複数の情報を参考に京セラにて作成経済産業省｜発電の効率化に向けた発電効率の基準等について（800KB）内閣府原子力委員会｜「原子力のすべて」第１章	原子力エネルギー（358KB）J-STAGE｜国内の木質バイオマス発電の動向と今後能代市｜自然エネルギーの発電効率を比較してみた	また、再エネの
多くは、現状では火力発電など従来型の発電方法と比べるとコストが高いことも課題です。	発電コストが高ければそれだけ電気代（リテール価格）も上昇してしまいます。	発電コストを2020年数値と2030年数値で一覧にしていますので、各エネルギーの発電コストの現状と予測値をご確認ください。	電源	2020年　発電コスト	2030年　発電コスト	陸上風力	19.8	9.8～17.2	洋上風力	30.0	25.9
太陽光（事業用）	12.9	8.2～11.8	太陽光（住宅）	17.7	8.7～14.9	小水力	25.3	25.2	中水力	10.9	10.9	地熱	16.7	16.7	バイオマス（混焼、5%）	13.2	14.1～22.6	バイオマス（専焼）	29.8	29.8	LNG火力	10.7	10.7～14.3	原子力	11.5	11.7	石油火力	26.7	24.9～27.6	参考：資源エネルギー庁｜電気をつくるには、どんなコストがかかる？	風力発電と太陽光発電は今後技術進歩が進み、より
発電コストが軽減する見込みです。	とくに企業や家庭が再エネを導入するのであれば、発電システムの導入ハードル・発電コストともに低い太陽光発電は、バランスが良くおすすめといえるでしょう。	エネルギー自給率を高めるためにも、2050年までのカーボンニュートラルを達成するためにも、再エネの発電割合をさらに増やしていくことが求められています。そして太陽光発電については、他
の再エネ手法と比べると企業・住宅への導入ハードルが低いため、太陽光発電が再エネ電力比率を向上させる鍵となります。また、太陽光発電の効果を最大限発揮するためには、蓄電池を併用することもおすすめです。「太陽光発電」と「蓄電池」を導入することで、家庭・企業は少なからず「環境配慮以外のメリット」も得られます。それぞれの特徴について見ていきましょう。	太陽光発電を導入
し、それを自家消費することで、電力会社からの電気購入量を減らせます。太陽光発電を活用すれば、家庭も企業も電気代を削減できるのです。	太陽光発電を導入する初期費用の負担を懸念する方もいるかもしれませんが、補助金を活用できれば自己負担を減らせます。	令和	6年度の住宅用太陽光発電導入に使える補助金を紹介！	令和6年度の法人向け太陽光発電補助金情報を紹介！	また、PPA
サービスを活用すれば、初期費用0円・メンテナンス費用0円で太陽光発電を導入することも可能です。PPAとは「Power	Purchase	Agreement」の略で、電力販売契約のことを指します。太陽光発電設備そのものはサービス事業者の負担で設置し、電力需要家（家庭・企業）は電気使用量に応じたサービス料金のみを支払うモデルです。	京セラは家庭向けPPAとして	「ハウスマイルe」	、企業向
けPPAとして	「産業用電力サービス事業」	を展開しています。初期費用を抑えて太陽光発電を導入したい方は、ぜひご利用ください。	太陽光発電と蓄電池を併用することで、再エネをさらに活用できます。日中の余剰電力をためておけば夜間にも太陽光由来の電力を使えるため、消費電力の100％を再エネで賄うことも可能です。	太陽光発電と蓄電池の両方を設置するメリット・デメリットとは？
仕組みや特徴と合わせて解説	家庭であれば、ZEH（net	Zero	Energy	House）を実現しやすく、補助金の対象にもなりやすいでしょう。法人であれば、太陽光発電と蓄電池を組み合わせ「ピークカット」「ピークシフト」を実践することで、電気代削減効果が期待できます。補助金を活用できるケースもありますので、導入を検討する場合は最新の補助金情報を確認しましょう。	令和6年度の住宅



用蓄電池補助金を紹介！	令和6年度の法人向け蓄電池の導入に使える補助金情報を紹介！	法人の電気代の内訳とは？計算式や電気代を抑える方法を解説！	太陽光をより効率的に活用するためにも、ぜひ蓄電池の導入も検討してみてください。	家庭向けPPA	「ハウスマイルe」	は蓄電池もサービスに含まれています。企業向けPPA	「産業用電力サービス事業」	は太陽光発電のみのサービスですが、
蓄電池を組み込めることもあるため、ぜひ京セラにお問い合わせください。	令和4年度(2022年度)の電源構成を見ると、石油・石炭・天然ガス（LNG）などの「化石燃料」が占める割合が合計約72％、水力・太陽光・風力・地熱・バイオマスなどの「再エネ」が占める割合が合計21.7％となっています。エネルギー自給率の向上、カーボンニュートラルの達成のためにも、再エネの重要性はますま
す高まっています。そして再エネの中でも、「太陽光」は日本全国の家庭・企業が独自に導入できることもあり、今後ますます拡がっていくでしょう。	太陽光発電の導入方法には、自己負担で太陽光発電システムを設置する方法とPPAなど初期費用がかからないスキームを利用するがありますので、ぜひ自社の状況や家庭のライフスタイルに合わせた導入方法をご検討ください。	京セラでは、法人
向けと住宅向けにそれぞれPPAのサービスを展開しています。	メーカーが直接提供していますので、製品の品質はもちろんのこと、契約期間中のメンテナンスなどを安心して任せることができます。お気軽にお問合せください。	法人向け：産業用電力サービス事業（PPA）	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	お問い合わせはこちら	●「SoRelia」「HOUSmile（ロ
ゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	カーボンニュートラルの取り組みと太陽光発電の活用について再生可能エネルギー(再エネ)とは？種類や特徴、メリット・デメリットを解説！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？	太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！	太陽光発電・蓄電池を使うためには、パワーコンディショナ
（通称：パワコン）が不可欠ということをご存知でしょうか。パワーコンディショナまたはパワコンという言葉は聞いたことがあっても、具体的にどのような役割を担った製品なのかは知らないという方もいるかもしれません。そこで今回は、パワーコンディショナが太陽光発電において、どのような役割・機能を担っているのか解説します。パワーコンディショナを選ぶポイントについても紹介す
るので、ぜひ参考にしてみてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！太陽光発電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！	【目次】	・パワーコンディショナの機能・太陽光発電におけるパワー
コンディショナの役割・パワーコンディショナの寿命・パワーコンディショナを選ぶポイント・パワーコンディショナのメンテナンスと故障・太陽光発電の効率を高めるためにはパワコンの性能も重要	そもそもパワーコンディショナとは、直流電力を交流電力に変換する機器です。	電力に直流（DC）と交流（AC）の2種類があることは、理科の授業でも習った方も多いのではないでしょうか。両者
の違いは次のとおりです。	直流	常に一方通行で、電流・電圧が変化しない	交流	電流、電圧が周期的に変化する	（電気が同じ周期で向きを交互に変えて流れる）	乾電池から供給されるのは直流であるため、電気は一方通行で変化しません。そのため電池を使う場合、必ずプラスとマイナスの向きを気にする必要があります。	一方、電力会社から送られてくるのは交流です。電流・電圧は周期的に変
化しており、プラグをコンセントにどのような向きで指しても使用できます。このように性質が異なる「直流」と「交流」を変換するのが、パワーコンディショナの基本的な機能です。	太陽光発電システムは、パワーコンディショナを含め次のような構成になっています。	 住宅用太陽光発電システムの例 	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！	※1電力会社の系
統の状況により、逆潮流電力（需要者側から電力系統側に送る電力）が制限され、太陽光発電システムからの売電電力量が少なくなる可能性があります。	このような状況が頻繁に発生する場合は、電力系統側での対策が必要な場合がありますので、販売窓口にご相談ください。	※2蓄電池で貯めた電気を売電することはできません。	●図は、晴れの日の平常時のイメージです。	●建築基準法施行令第
86条による垂直積雪量の荷重が、太陽光発電システムの製品仕様を超える場合は設置できません。	●PC/タブレット/スマートフォンは付属していません。また、全てのPC/タブレット/スマートフォンに対して、表示を保証するものではありません。	●蓄電システムに必要なパワーコンディショナ、リモコン、通信モデム、関連機器･部材は図に記載しておりません。	このシステムの中で、パワーコ
ンディショナが担う役割は次のとおりです。	太陽光パネルが生み出した電気を交流にする	発電量を最大化する（最大電力点追従制御）	逆潮流させる・逆潮流を防ぐ（逆潮流制御機能）	異常を検知したら系統から切り離す（系統連系保護機能）	停電時に電気を使えるようにする（自立運転機能）	それぞれの役割について、詳しく見ていきましょう。	実は太陽光パネルが発電する電力は「直流」で
す。	各種電化製品・電気機器は電力会社から送られてくる「交流」で使うことを前提としているため、そのままでは電気を使うことができません。	そこでパワーコンディショナによって、太陽光パネルが生み出した電気を交流に変換し、家庭内やオフィスなどで使えるようにします。	 住宅用のパワーコンディショナの例 	これがもっとも基本的なパワーコンディショナの役割です。	パワーコン
ディショナは、太陽光発電の発電量を最大化する役割も担っています。そもそも太陽光発電の発電量は、天候・季節に応じた日照時間に大きく左右されます。とくに曇っている場合、電圧と電流の変動が大きく、発電量が非常に不安定になることが特徴です。発電量が不安定になるため、太陽電池から得られる電力も変化します。	この変化する太陽光発電の電力から最も多くの電力を取り出す仕組み
が、「MPPT（最大電力点追従制御｜Maximum	Power	Point	Tracking	control）」と呼ばれるパワーコンディショナの機能です。パワーコンディショナはMPPTによって発電量が最大になる電流・電圧の組み合わせ（最大出力点）を探り、より多くの電力を安定供給してくれています。	電気（電流）は、電圧の高いところから低いところへ流れます。通常は電力会社から家庭・企業（系統側か
ら需要家側）へと電気が流れますが、もし売電するとなれば、家庭・企業から電力会社（需要家側から系統側）へと電気を流さなければなりません。この需要家側から系統側へ電気を流すことを「逆潮流」といいます。日本の場合、基本的に電圧は100Vが基準となっていますが、電線内の電圧は100V前後（90V〜107V）で変動しているため、もし売電する場合は家庭側の電圧を高めて逆潮流させ
なければなりません。一方、自家消費をメインとする場合、逆潮流が発生しないことが前提とされています。しかし電気が使いきれないと、意図せずして系統側に電気が流れてしまうかもしれません。このような逆潮流が発生すると、電力会社との契約違反となりますので逆潮流をしないようにパワーコンディショナで発電量を調整します。	このように、太陽光発電を使用するために不可欠な「逆潮
流させる」「逆潮流を防ぐ」ということも、パワーコンディショナが逆潮流制御機能を用いてコントロールしています。	家庭・企業が余剰電力を電力会社に送電する場合、一般送配電事業者の送電線に接続する「系統連系」という契約を結んでいます。そして電力会社は電気を安定供給するため、つねに電圧・周波数などを一定水準にキープしています。	そんな中、もし家庭・企業側の太陽光発電
システムに電圧・周波数に影響するトラブルがあり、トラブルが生じたまま系統に接続していると、辺り一帯が停電してしまう可能性があります。反対に、電力会社からの電力に異常があった場合、そのまま電気を受け入れていると、太陽光発電システムに悪影響を及ぼす可能性があります。	このような被害を防ぐため、異常を検知したら系統から切り離すこともパワーコンディショナの役割の一つ
です。これは「系統連系保護機能」と呼ばれています。	太陽光発電を導入すれば停電時でも電気を使えると思っている方もいるかもしれません。しかし実は、パワーコンディショナに「自立運転機能」が備わっていないと、たとえ発電したとしても停電時に電気を使うことができません。自立運転機能はすべてのパワーコンディショナについているわけではないため、もし災害対策・停電対策として
太陽光発電を導入する場合は、あらかじめ確認しておきましょう。太陽光発電で停電時に備える方法と停電時の操作方法とは？	太陽光発電システムの中で重要な役割を果たしているパワーコンディショナですが、その寿命は10年〜15年程度です。太陽光パネルは20年〜30年以上も稼働し続ける製品もあり、基本的にはパワーコンディショナの交換頻度のほうが多くなります。	パワーコンディショ
ナの劣化原因としては「経年」が代表的です。パワーコンディショナは常に稼働し続けるため、どうしても経年によって内部の電子部品が劣化していってしまいます。また、風雨や結露にさらされ続けると、劣化スピードが早まるため注意してください。	なお、雷によって異常な高電圧がかかると、パワーコンディショナ内部の電子部品が故障することがあります。	定期点検を怠っていると小さな
故障に気が付かず、そこから大きな不具合が生じるケースも珍しくありません。パワーコンディショナを長く使い続けるためにも、定期点検は必ず実施しましょう。	それでは、パワーコンディショナを選ぶときに注目すべきポイントについても見ていきましょう。	変換効率	最大定格出力	設置場所と設置条件	保証期間・保証内容	自立運転機能の有無	太陽光発電出力制御への対応可否	それぞれ詳し
く解説します。	直流から交流へ変換すると、どうしてもロスが発生してしまいます。せっかく太陽光で発電した電気を最大限活用するためにも、変換効率が高いパワーコンディショナを選ぶといいでしょう（目安として変換効率95％以上の製品が主流です）。	「太陽光パネルの出力」が「パワーコンディショナの最大定格出力」を超えてしまうと、その分の電気は直流から交流に変換できず使用で
きません。太陽光パネルの出力に合致したパワーコンディショナを選びましょう。	なお、太陽光パネルを過積載することで、システムとしての発電量を最大化するケースもあります。	また、将来の増設予定などにより、適したパワーコンディショナが異なりますので、どのような方針で発電量を最大化していくかについては、販売店や技術代理店と相談してみてください。	パワーコンディショナは
直射日光を避けられる場所に設置するのが適しています。そしてパワーコンディショナは意外と大きく、それ相応のスペースを要することも知っておきましょう。なお、屋外だけではなく、屋内に設置することも可能です。	また、製品の仕様によって潮風による塩害や標高など、設置条件が異なりますので事前に確認しましょう。	パワーコンディショナを安心して使い続けられるよう、メーカーの
保証期間・保証内容についてもご確認ください。	たとえば京セラは、住宅用太陽光発電システムに対し、機器15年・自然災害15年・出力20年を保証する「トリプル保証」を有償提供しています。パワーコンディショナも保証対象で、落雷や台風はもちろん、飛来物や火事などによる被害もカバーしていることが特徴です。	安心してお使いいただける京セラの太陽光発電システムについて	法人向け
については、採用されるパワーコンディショナによって異なるものの、国内メーカーは機器保証1年、海外メーカーでは機器保証5年オプションで20年まで延長可能なものもあります。詳しい条件についてはケースごと異なるため、ぜひお問い合わせください。	停電対策として太陽光発電・蓄電池を導入する場合、自立運転機能がついたパワーコンディショナを選ばなければなりません。昨今は自立
運転機能がついた製品が多いものの、購入前に必ず確認するようにしましょう。	電力を安定供給するためには、「消費量」と「発電量」のバランスを取らなければなりません。もし需給バランスが崩れると、周波数が大きく変動して電気設備が不調になったり、大規模停電が発生したりする可能性もあります。	このような事態を防ぐため、消費量と比べて発電量が増えすぎることが予想される場
合、発電量を減らすことで需給バランスを保ちます。これが出力制御です。	出力制御(出力抑制)とは？仕組みや太陽光発電への影響・ルール・対策を紹介！	2024年時点では、10kW以上の太陽光発電設備も発電所の一つとして制限を受けます。10kW未満（家庭用など）の設備は実施対象外とされていますが、今後の情勢によっては出力制御の対象となる可能性もあるでしょう。	京セラの産業用パ
ワーコンディショナは、電力会社からの太陽光発電出力制御への対応品もラインナップされています。	産業用パワーコンディショナ	家庭用の場合、出力制御のためには遠隔制御用機器として「HEMS」が必要となり、機器をインターネットへ接続しなければなりません。HEMSを導入することで自治体から補助金がおりることもあるため、ぜひご検討ください。	令和6年度の住宅用太陽光発電導入
に使える補助金を紹介！【2024年10月】	ちなみに、京セラでは住宅用太陽光発電の出力制御に対応できる	「出力制御ユニット	」	という製品があります。	それでは最後に、パワーコンディショナのメンテナンスと故障について知っておきたいことを紹介します。	先述したとおり、パワーコンディショナは常に稼働し続けるため、大きな負担がかかっています。少しの故障で寿命を縮めないために
も、定期的に点検し、メンテナンスすることが重要です。また、日常的に発電量に異常が無いかチェックし、発電量の低下がみられた場合は早期に点検・修理・交換をしてもらうことで、システム全体の故障など、大きな損失につながることを防ぐことができます。	故障時の対応とメンテナンスにかかるコストについても見ていきましょう。	経済産業省が発表した	「令和6年度以降の調達価格等に
関する意見」	（7.38MB）によると、家庭用の場合、パワーコンディショナを含む太陽光発電システムの定期点検費用（メンテナンス）の相場は約4.7万円程度とされています。（太陽光発電の規模で考えると、想定値は5,800	円/kW/年とされています）なお、定期点検頻度は3〜5年程度が一般的です。	そしてこの定期点検でパワーコンディショナの故障が判明した場合、基本的には交換すること
になります。交換費用の相場は34.5万円程度が相場です。令和5年の相場と比べると、半導体不足や人件費増などを要因として、メンテナンス費用は上昇傾向にあります。	また、事業用太陽光発電のメンテナンスコスト（運転維持費）については、地上設置の平均値が5,200円/kW/年（中央値4,100円/kW/年）、屋根設置の平均値も5,200円/kW/年（中央値	3,700円/kW/年）です。家庭用と比べる
とkW/年あたりの単価は若干低いものの、事業用太陽光発電は規模が大きいことから、メンテナンスコストも相当費用を見込んでおかなければなりません。	メンテナンス費用・交換費用を高額だと感じた方もいるかもしれません。半導体不足や人件費上昇により、今後メンテナンスコストは上昇していく可能性もあるため、何らかの対策をしたいと考える方もいるでしょう。	そのような方には、初
期費用はもちろん、契約期間中のメンテナンス費用も0円になる「PPAサービス」がおすすめです。	PPA（Power	Purchase	Agreement）とは「電力購入契約」のことで、太陽光発電についてはサービス事業者の負担で設置します。太陽光発電そのものはサービス事業者の所有物であるため、メンテナンス費用もサービス事業者が負担することが特徴です。そして利用者側は、利用した分の電気料
金、またはサービス利用料を支払います。	【法人向け】初期投資ゼロで設置できるPPAスキーム（モデル）とは？リースや自己投資との違いを解説！	京セラでは家庭向けとして	エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	、企業向けとして	「産業用電力サービス事業」	を提供しています。初期費用・メンテナンス費用0円で太陽光発電を導入したい方は、ぜひ京セラのPPAサービスをご活
用ください。	住宅向け：エネルギーシステム定額サービス「ハウスマイルe」	法人向け：産業用電力サービス事業（PPA）	太陽光発電の効果を最大限に発揮しようと考え、太陽光パネルの発電効率を気にしている方は多いでしょう。しかしこの記事で紹介してきたとおり、発電した電気を効率よく使うためには、パワーコンディショナの性能も重要なのです。京セラは太陽光パネル・蓄電池のみな
らず、パワーコンディショナの性能にもこだわっています。太陽光発電の効率を高めたいと考えている方は、ぜひ京セラ製品をご利用ください。	お問い合わせはこちら	●「HOUSmile（ロゴ）」は京セラ株式会社の登録商標です。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！特徴や基礎知識もご紹介！太陽光パネルの寿命はどのくらい？耐久性能や劣化原因を解説！太陽光発
電の普及率はどれくらい進んだ？太陽光発電の現在とは？太陽光発電の今後はどうなる？課題や将来性、活用方法を解説！	環境に配慮した発電方法として「太陽光発電」が注目されています。自宅や企業へ導入を検討しているもの、どのくらいの規模の太陽光パネルを設置したら電力需要がまかなえるのか知りたい方も多いのではないでしょうか。	この記事では太陽光発電の発電量目安や、発電量
を高めるポイントについて解説します。太陽光発電を最大限活用したい方は、ぜひ参考にしてください。	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽光発電の発電効率や変換効率とは？太陽光パネルの寿命予測技術を開発	【目次】	・太陽光発電とは？・太陽光発電の発電量目安・太陽光発電の発電量を左右する要因・太陽光発電の発電量を下げてしまう
要因・太陽光発電の発電量のシミュレーション・太陽光発電の発電量を最大限高める方法・実際の太陽光発電導入事例	・太陽光発電の発電量を増やしたいなら京セラの太陽光パネルがおすすめ	まずは太陽光発電にまつわる基礎知識として、仕組みやシステム構成について紹介します。	シリコン半導体に太陽光があたると、電気が発生します。この仕組みを利用したのが太陽光パネル（太陽電池モ
ジュール）です。	太陽光パネルには、電気的な性質が異なるN型半導体（表面）とP型半導体（裏面）が使われています。	N型半導体（表面）とP型半導体（裏面）を重ね合わせて光を当てると、接合面を境にN型側に電子（－）、P型側に正孔（＋）が集まるという性質を活用し、それぞれの電極をつなぐことで電気が流れる仕組みを作り出します。「光エネルギー」を「電気エネルギー」に変換し
ていることが太陽光発電の特徴です。	※1電力会社の系統の状況により、逆潮流電力（需要者側から電力系統側に送る電力）が制限され、太陽光発電システムからの売電電力量が少なくなる可能性があります。	このような状況が頻繁に発生する場合は、電力系統側での対策が必要な場合がありますので、販売窓口にご相談ください。	※2蓄電池で貯めた電気を売電することはできません。	●図は、晴
れの日の平常時のイメージです。	●建築基準法施行令第86条による垂直積雪量の荷重が、太陽光発電システムの製品仕様を超える場合は設置できません。	●PC/タブレット/スマートフォンは付属していません。また、全てのPC/タブレット/スマートフォンに対して、表示を保証するものではありません。	●蓄電システムに必要なパワーコンディショナ、リモコン、通信モデム、関連機器･部材は図
に記載しておりません。	屋根に設置された太陽光パネルに太陽光が当たると発電します。発電した電気を接続箱で一つにまとめます。	太陽光パネルで生み出される電気は「直流」なので、そのままでは使用できません。そのため、パワーコンディショナを使って家庭やオフィス・工場で使用できる「交流」に変換します。パワーコンディショナから分電盤に接続し、建物内の電気製品に太陽光発電
の電気を使用することができます。	蓄電池を導入していれば、分電盤やパワーコンディショナから電気を蓄電することが可能です。	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！	さて、太陽光発電で生み出せる電気はどのくらいの量なのでしょうか。太陽光パネルの性能にも左右されますが、参考となる目安を紹介していきます。	まず、太陽光発電の発電量は「kWh」という単
位で表します。	まずW（ワット）は瞬間的な「電力」のことです。k（キロ）は「1,000倍」のことで、kmやkgの使い方と変わりません。（1kW＝1,000W）つまり太陽光パネル（太陽光モジュール）の最大出力数（発電能力）がkW（キロワット）です。瞬間的な電力「kW」に時間「h」をかけることで、発電量（電力量）kWh（キロワットアワー）が表されます。1kWの電力で1時間発電すれ
ば、発電量は1kWhです。	太陽光発電協会のガイドラインでは、太陽光パネル1kWの年間発電量は約1,000kWhとされています。（設置角度30度・設置方向が真南の場合）	参考：太陽光発電協会｜よくあるご質問「Q.太陽光発電により、家庭で使用する電気を全部まかなえますか？」	一般家庭の平均年間電力消費量は5,000kWh弱と言われていますから、仮に4kWの太陽光パネルを設置すれば消
費電力の約8割を太陽光発電でカバーすることが可能です。	参考：太陽光発電協会｜太陽光発電協会	表示ガイドライン（2023年度）（418KB）	太陽光パネルの広さで換算すると、発電量はどうなるでしょうか。太陽光パネル1平方メートルの年間発電量はメーカー・仕様・モジュール変換効率によっても変わります。モジュール変換効率とは太陽光パネル（太陽電池モジュール）の1平方メートル
あたりの変換効率です。	モジュール変換効率の求め方はこちらです。	モジュール変換効率（％）	＝［モジュール公称最大出力（Ｗ）×100］÷［モジュール面積（㎡）×放射照度（Ｗ/㎡）］	　（放射照度＝1,000W/㎡）	この数値が高ければ高いほど、効率的に発電できる太陽光パネルであることが分かります。	京セラの太陽光パネルを一例として計算すると、縦1.7m×横1.1m＝約1.95㎡のパネ
ルで公称最大出力は410Wです。1平方メートル換算だと、210W/㎡となります。1,000W（1kW）の年間発電量が約1,000kWhですから、太陽光パネル（210W/㎡）1平方メートルの年間発電量は210kWhです。ただし、1平方メートルの年間発電量は設置条件によっても左右されるので、あくまでも目安として捉えておきましょう。とくに経年劣化によって発電効率が下がっていくので、長寿命
な太陽光パネルほど、1平方メートルあたりの発電量を長期間キープできます。	太陽光発電の発電効率や変換効率とは？	太陽光発電の発電量を左右する要因は数多く、代表例として次の5つが挙げられます。	太陽光パネルの性能	太陽光パネルの数	日照時間	季節	設置角度	太陽光パネルの性能	先述のモジュール変換効率で紹介したとおり、太陽光パネルの性能、つまり太陽の光エネルギーを電気エネ
ルギーに変換できる効率は、メーカーによってさまざまです。同じ枚数の太陽光パネルを設置しても、製造メーカーが異なれば発電量や発電できる期間も異なります。	太陽光パネルの総数によっても、トータル発電量は変わります。	公称最大出力が大きい太陽光パネルを少数設置するか、公称最大出力は小さいものの価格が安い太陽光パネルを多く設置するかは、太陽光発電の設置可能面積や、求
める発電量に左右されるため、どちらが適しているか一概には言えません。	住宅屋根に設置する場合は、家庭で消費する電力量やライフスタイルと照らし合わせて太陽光パネルの枚数を検討したほうが良いでしょう。一方、法人や自治体にて設置面積が十分な遊休地に設置するのであれば、枚数が多くても問題ありませんので、発電で得られるメリットを比較して検討されてはいかがでしょうか。
日照時間が長ければ長いほど発電できる時間が増えるため、発電量が多くなります。	太平洋型気候である静岡県や山梨県、内陸型気候の長野県や山梨県は日照時間が長く、太陽光発電に向いている地域です。一方、北陸・東北などの日本海側の地域は日照時間が短いため、発電量を確保するためには設置角度や方角に気を遣う必要があります。なお、設置方位については日照時間が最も長い南面がベ
ストです。東面・西面も設置に適していますが、北面は発電量が低くなるため設置は推奨されません。	太陽光発電の発電量には日照時間以外に、太陽の位置・気温も影響を与えます。	日差しが強い夏の発電量が多くなると思うかもしれません。しかし、実は気温が高すぎると、発電効率は悪化してしまいます。梅雨や秋雨の時期は当然発電量が落ちますから、日本では4月〜5月の発電量が最も多く
なる場合が多いです。	太陽光パネルを設置する角度によっても、発電量は変わります。太陽光パネルに対して太陽光が90度（直角）にあたるのが、最も発電効率の高い角度です。太陽の南中高度（太陽が真南に来る角度）は地域（緯度）によって変わりますが、全国的に「設置角度30度」が最も効率的と言われています。なお、搭載量を増やすことを目的として、30度未満の角度や屋根なりの設置
が条件に適している場合もあります。	新築で太陽光パネルの設置を検討する場合は、設計段階から太陽光パネルを載せることを考慮しておくと良いでしょう。	ここまで太陽光パネルの発電量を左右する要因を紹介しましたが、合わせて発電量を下げてしまう要因についても知っておきましょう。	気温	太陽光パネルの汚れ	太陽光パネルの劣化	太陽光発電システムによるロス	気温	気温は太陽光パネ
ルの発電量に影響を及ぼします。太陽光パネルは高温に弱く、気温が上がる度に発電効率が低下します。パネルの表面温度が25℃超で発電効率が下がりはじめ、そこから1℃上昇するごとに発電量は0.4〜0.5%程度低下することが一般的です。そのため、前述のとおり夏よりも春や秋の方が発電効率は高いのです。	太陽光パネルは屋外に設置されますから、砂埃や黄砂、落ち葉などで表面が汚れる
ことも少なくありません。当然汚れている部分の発電効率は下がります。太陽光パネルには傾斜がつけられているため、多少の汚れであれば雨が洗い流してくれますが、汚れが蓄積すると徐々に発電効率が下がっていくことは覚えておきましょう。	太陽光パネルは25年以上の使用に耐えうるよう製造されていますが、経年劣化は避けられません。メーカーの発電出力保証は25年とされていることが
多く、26年目以降の発電量はとくに差が出やすいです。長期間にわたって発電効率を維持したいのであれば、30年以上の安定した長寿命品質を誇る京セラの太陽光パネルを選ぶことをおすすめします。	太陽光パネルの寿命予測技術を開発	太陽光発電システムの仕組みに起因して発電効率が下がることも少なくありません。	たとえば太陽光発電に不可欠な「パワーコンディショナ」は、構成する部品
に電解コンデンサを含むため、システム全体の中では劣化が早いといわれています。設置から10年程度しか経っておらず、太陽光パネルに問題がないにもかかわらず発電量が下がっている場合は、パワーコンディショナを含むシステム系統内で不具合が生じている可能性が高いです。	また、太陽光発電でつくった電気を売電している場合、電圧上昇抑制という機能が働くこともあります。電力会社
側（電線側）の電圧がパワーコンディショナの出力上限値を上回ると、売電がストップするのです。電圧上昇抑制が働くとパワーコンディショナーが発電を抑えるので、太陽光発電の発電量は下がってしまいます。もし、太陽光パネルが正常にもかかわらず発電量が低下している場合は、システムを構成する太陽光パネル以外の機器や電圧上昇抑制の可能性もありますので、購入された販売店やメー
カーに相談してみてください。	太陽光発電の発電量に影響する要因が多岐にわたることがお分かりいただけたでしょうか。ここからは各種要因を加味して、実際の発電量をシミュレーションしてみましょう。	太陽光発電の年間予想発電量は、次の計算式で算出できます。	年間予想発電量（kWh/年）＝Ｈ	×	Ｋ	×	Ｐ	×	365	÷	1Ｈ：設置面の1日当りの年平均日射量（kWh/㎡/日）Ｋ：損失係数。約
73％とすることが多い（太陽光モジュールの種類や汚れ状況を加味）	Ｐ：システム容量（kW）	365：年間日数	1：日射強度（kW/㎡）（標準状態）	これらの数値を式に当てはめれば計算できますが、多くの方にとっては難しく、現実的な求め方ではないでしょう。	参考：農林水産省｜地域資源利用型産業創出緊急対策事業（1.49	MB）	京セラは無料でシミュレーションツールを提供しておりま
すので、京セラのシミュレーションツールを使って、ご自身で簡単に算出することもできます。	住宅用発電シミュレーション　　　産業用発電シミュレーション	設置条件や地域を入力すれば、予想発電電力量はもちろん、電気料金も算出できます。例として日照時間の長い静岡県の情報を住宅用発電シミュレーションに入力すると、以下のような結果となりました。	【シミュレーション条件】	静岡
県静岡市	太陽光発電システム容量：4kW	設置方角：南	電気料金プラン：中部電力　従量電灯B	最近1ヶ月の電気料金：1.5万円	上記シミュレーションツールを使えば簡単に年間予想発電量を確認できますので、ぜひお試しください。	ここまで紹介した情報をふまえると、太陽光発電の発電量を最大限高める方法としては次の3つが挙げられます。	長寿命な太陽光パネルを選ぶ	太陽光パネルを設置す
る方角・角度を調整する	影ができない場所に設置する	なるべく多く発電するためにも、ぜひ意識してみてください。	最も重要なポイントは、長寿命な太陽光パネルを選ぶことです。一度設置した太陽光パネルは簡単に交換できませんが、発電効率の劣化は避けられません。屋外での長期使用にも耐えうる、環境ストレスに強い太陽光パネルを選びましょう。たとえば京セラの太陽光パネルは長期信
頼性を第一に開発されており、独自の封止材が使われていることが特徴です。	さらにアフターサービスも充実しており、家庭用のみならず公共・産業用太陽光発電でも長期稼働記録を更新中です。	京セラの特長	発電量を少しでも増やしたいなら、まず太陽光パネルを設置する方角・角度に配慮しましょう。	設置する方角は真南がベストですし、角度は先述したとおり30度前後が適しています。南
北方向の屋根なら南向きに、東西方向の屋根なら東向きと西向きに設置することがおすすめです。ただし、山や障害物があり日当たりが悪い場合は、発電量を最大にするために、実際に設置する場所によって方角・角度を調整することが重要です。	太陽光パネルに日光が当たらなければ発電されませんから、影ができない場所に設置することも重要です。影を作る物体としては建物はもちろん、樹木
や煙突、鉄塔などさまざま考えられます。太陽光パネルの設置予定場所の影の影響が気になる場合は、時間を変えて現地を確認してみてください。	実際に太陽光発電を導入しているお客様の事例をご紹介します。現在検討中の方はぜひ参考してみてください。	導入事例	ユーザーズボイス・お客様の声	住宅用の太陽光パネルとして京セラ製品を使っている方は少なくありません。耐久性が優れている
ことはもちろん、天災などへの保証も充実していることから、京セラの太陽光発電システムは長年にわたって住み続ける住宅用として最適です。蓄電池を合わせて導入すれば電気代削減効果も期待できますし、災害時の停電に対する備えにもなります。	法人・地方自治体向けの太陽光発電所にも京セラの太陽光パネルは多く採用されています。産業施設（工場や物流センターなど）への導入実績はと
くに豊富です。数百kWhから2MW以上もの発電容量を確保しているケースまで、各企業のニーズに合った実績があります。自治体への導入としては庁舎屋上への設置はもちろん、卸売市場や小学校・中学校・保育園など公共施設への導入事例もあります。遊休地やため池を利用した大型の発電システムの実績も多数ありますので、確保したい発電容量に応じて最適な設置プランをご提案することが
可能です。	太陽光発電の発電量を左右する要因は多々ありますが、その中でも肝心なのは太陽光パネルの品質です。	発電効率が優れていることはもちろん、長期にわたる屋外使用でも劣化が少ない太陽光パネルを選んだ方が、トータルの発電量を最大化できます。京セラは太陽光パネルの長期信頼性設計・予測技術「SoRelia®」(ソレリア)を開発するなど、パネルの寿命にまつわる研究を日々重ね
ています。1975年の太陽光パネル研究開発スタート時から長寿命なパネル生産に力を入れていることが特徴です。太陽光発電の発電量を増やしたい方は、ぜひ京セラの太陽光パネルをご利用ください。●「SoRelia」は京セラ株式会社の登録商標です。	（更新日：2024年10月29日）	お問い合わせはこちら	【関連記事リンク】	太陽光発電の仕組みを図解でかんたん解説！基礎知識もご紹介！太陽
光パネルの寿命予測技術を開発


